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和
歌

蒙
求

和
歌

蒙
求

和
歌

蒙
求

和
歌

』』 』』
第

三
類

本
本

文
第

三
類

本
本

文
第

三
類

本
本

文
第

三
類

本
本

文
〈〈 〈〈

一一 一一
〉〉 〉〉

―
四
季

部
―

小
山

順
子

小
山

順
子

小
山

順
子

小
山

順
子
・・ ・・

竹
島

一
希

竹
島

一
希

竹
島

一
希

竹
島

一
希

・・ ・・
蔦

清
行

蔦
清

行
蔦

清
行

蔦
清

行
・・ ・・

中
島

真
理

中
島

真
理

中
島

真
理

中
島

真
理

濵
中

祐
子

濵
中

祐
子

濵
中

祐
子

濵
中

祐
子

・・ ・・
森

田
貴

之
森

田
貴

之
森

田
貴

之
森

田
貴

之
・・ ・・

山
中

延
之

山
中

延
之

山
中

延
之

山
中

延
之

は
じ
め
に

源
光
行
作
『
蒙
求
和
歌
』
の
諸
本
は
、
池
田
利
夫
氏
『
日
中
比
較
文
学

の
基
礎
研
究

翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠
』
（
笠
間
書
院
、
初
版
・
昭
和
四

十
九
年
、
補
訂
版
・
昭
和
六
十
三
年
）
第
五
章
「
蒙
求
和
歌
の
伝
本
系
統

と
諸
本
」
に
よ
っ
て
、
第
一
類
本
（
平
仮
名
本
）
、
第
二
類
本
（
片
仮
名

本
）
、
両
者
の
混
合
本
と
言
わ
れ
る
第
三
類
本
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
第

一
、
二
類
本
も
含
め
た
諸
本
全
体
の
詳
細
は
、
池
田
氏
著
書
を
参
照
さ
れ

た
い
。

第
三
類
本
は
池
田
氏
に
よ
っ
て
山
岸
徳
平
氏
蔵
本
、
三
手
文
庫
本
、
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
乙
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
池
田
氏
は
、
第
三
類
本
の
特

徴
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
点
を
挙
げ
て
い
る
。

・
冒
頭
に
漢
文
と
和
文
の
序
を
記
す
。

・
巻
末
に
第
一
、
二
類
本
と
同
じ
跋
文
を
記
す
。

・
各
巻
ご
と
の
冒
頭
に
目
録
を
記
す
。

・
本
文
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
。

・
章
段
の
実
数
は
二
五
〇
段
で
あ
る
。

・
章
段
の
内
容
は
第
二
類
本
に
近
い
。

・
「
鐘
離
委
珠
」（
冬
）
、「
郝
廉
留
銭
」「
長
房
縮
地
」（
羇
旅
）
、「
勾
銭

投
醪
」（
酒
）
、「
劉
寛
蒲
鞭
」
（
雑
）
の
五
段
は
歌
を
欠
く
。

・
歌
の
あ
る
二
四
六
段
の
う
ち
、
五
四
段
で
は
歌
が
二
首
挙
げ
ら
れ
て

マ
マ

い
る
。

・
第
一
、
二
類
本
で
共
通
す
る
章
段
に
お
い
て
、
歌
や
説
話
本
文
が
異

な
っ
て
い
る
場
合
、
第
三
類
本
で
は
第
二
類
本
に
し
た
が
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。

『
蒙
求
和
歌
』
の
本
文
は
、
第
一
、
二
類
本
が
そ
れ
ぞ
れ
『
新
編
国
歌

大
観
』
第
十
巻
に
平
仮
名
本
（
底
本
・
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
）
・
片
仮
名
本

（
底
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
甲
本
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
第
二
類
本
（
片
仮
名
本
）
の
善
本
で
あ
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
』

底
本
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
甲
本
の
影
印
が
『
附
音
増

広
古
注
蒙
求
・
蒙
求
和
歌
』
（
中
文
出
版
社
、
昭
和
四
十
八
年
）
に
、
ま

た
、
同
じ
く
第
二
類
本
の
一
本
で
あ
る
続
群
書
類
従
本
（
巻
四
百
五
）
の

翻
刻
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
類
本
に
つ
い
て
は
、
第
一
、

二
類
本
が
混
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
出
の
本
文
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か

で
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
研
究
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
翻
刻
さ
れ

た
も
の
も
無
い
。
但
し
、
第
三
類
本
の
本
文
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
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第
一
類
本
、
第
二
類
本
の
本
文
に
つ
い
て
も
再
考
し
う
る
点
が
多
々
存
す

る
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
、
第
三
類
本
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
本
翻

刻
の
末
尾
に
付
す
予
定
で
あ
る
）
。

本
稿
で
底
本
と
し
て
用
い
る
の
は
、
未
紹
介
の
新
出
本
で
あ
る
山
口
県

立
山
口
図
書
館
本
で
あ
る
。
山
口
県
立
山
口
図
書
館
本
は
、
豊
富
な
注
記

と
異
本
注
記
を
有
し
て
お
り
、
以
後
、
第
三
類
本
の
本
文
を
考
察
す
る
上

で
有
益
な
本
で
あ
る
と
考
え
て
底
本
と
し
て
採
用
し
た
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
第
三
類
本
に
分
類
さ
れ
る
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
『
蒙
求

和
歌
』
（
所
蔵
番
号

142 、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料

-
-
、

C
3683

）
に
拠
っ
た
。

60

50

1

二
、
翻
刻
凡
例

・
翻
刻
は
底
本
マ
マ
を
原
則
と
し
、
合
符
以
外
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

・
濁
点
、
句
読
点
を
私
に
付
し
、
漢
字
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

・
見
消
チ
前
の
本
文
は
〈
〉
内
に
記
し
、
そ
の
右
に
訂
正
後
の
本
文

を
傍
記
し
た
。

・
底
本
の
頭
注
は
【
頭
注
】
の
よ
う
に
注
記
し
、
和
歌
の
あ
と
に
掲

1

げ
た
。
割
注
お
よ
び
傍
記
も
複
雑
な
場
合
は
、
【
割
注
】
・
【
傍
記
】

の
よ
う
に
注
記
し
、
あ
と
に
掲
げ
た
。

・
ル
ビ
の
訓
点
は
（

）
内
、
ル
ビ
の
ル
ビ
は
〔
〕
内
に
記
し
た
。

割
注
内
も
こ
れ
に
準
じ
た
。
左
ル
ビ
は
（
左

：
）
と
し
た
。

・
判
読
不
能
な
箇
所
は
、
□
を
記
し
、
推
定
本
文
を
（

）
内
に
傍
記

し
た
。

三
、
読
者
の
便
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
処
理
を
施
し
た
。

・
各
段
の
冒
頭
に
、
通
し
番
号
と
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
『
蒙
求

上
下
』
に
よ
る
蒙
求
標
題
、
同
蒙
求
標
題
番
号
、
底
本
目
録
の
歌
題

を
記
す
（
例
・

漢
楚
龍
顔
〈
五
二
〉
（
立
春
）
）。

1

・
和
歌
は
、
一
類
本
（
平
仮
名
本
）
由
来
の
も
の
に
は
、
（
平

）
、
二

1

類
本
（
片
仮
名
本
）
由
来
の
も
の
に
は
、
（
片

）
の
よ
う
に
、
そ

1

れ
ぞ
れ
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
歌
番
号
を
付
し
た
。
完
全
に
は
一
致

し
な
い
場
合
、
（
（
片

）
）
の
よ
う
に
記
し
た
。

1

四
、【
校
異
】
と
し
て
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
本
（
国

文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
（
ヤ

-
-
、

C
3700

）

3

6

4

に
拠
る
）
と
の
対
校
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
本
文
に
お
け
る
有
意
の

異
同
の
み
を
注
記
し
た
。

五
、
翻
刻
・
校
異
は
次
の
よ
う
な
分
担
で
行
っ
た
。

…
…
…
…
…
…

小
山
順
子

序
・

～1

10

…
…
…
…
…
…
…
…

竹
島
一
希

～11

20

…
…
…
…
…
…
…
…
…

蔦
清
行

～21

30

…
…
…
…
…
…
…
…

中
島
真
理

～31

40

…
…
…
…
…
…
…
…

濵
中
祐
子

～41

50

…
…
…
…
…
…
…
…

森
田
貴
之

～51

60

…
…
…
…
…
…
…
…

山
中
延
之

～61

71

担
当
箇
所
は
相
互
に
点
検
を
実
施
し
た
。
従
っ
て
、
翻
刻
・
校
異
に

つ
い
て
は
、
執
筆
者
全
員
が
そ
の
責
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

本
文
と
校
異

蒙
求
和
歌

并
序

夫
レ
蒙
求
者
李
翰
之
所

レ
選
也
。
述

テ二
数
百
家
之
事
跡

ヲ一
以
教

レ
人

ニ
。
和
歌
者

柿
本
之
遺
流
也
。
聯

テ二
卅
一
字
之
篇
什

一
以
伝

レ
世

ニ
。
如

レ
予
者
、
素
稟

テ二
愚
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魯
之
性

ヲ一
、
雖

レ
疎

二
和
漢
之
才

ニ一
、
少
日
受

テ二
訓
説

ヲ一
、
壮
年

ニ
求

ム二
簡
要

ヲ一
、

是
以
、〈
誠
〉

(一
)和

シ
テ

二
皇
漢
之
曩
行

ヲ一
、
聊
呈

ス二
我
朝
之
風
俗

ヲ一
。
仮

二
男
女

試

於
此
文
之
中

ニ一
、
訪

ヒ二
言
行

ヲ
於
他
書
之
外

ニ一
、
寄

テ二
其
詞
於
花
月

ニ一
、
歌
詠

二

二
百
五
十
首

ヲ一
分

テ二
其
題

ヲ
於
春
秋

ニ一
、
巻
成

シ
テ

二
一
十
〈
回
〉

(二
) ニ一
、
偏

ニ
為

ニ三

四

幼
童
之
易

カ
ラ
ン

二
覚

ヲ一
、
不

レ
顧

二
耆
老
之
所

ヲレ
嘲

一
而
已
。
于
時
元
久
甲
子
之

歳
、
初
秋
壬
申
之
月
、
朝
議
大
夫
源
光
行
、
閑
居
余
暇
概
然
記
之
云
爾
。

蒙
求
は
李
翰
が
意
根
よ
り
お
こ
り
て
、
ふ
る
き
あ
と
を
あ
つ
め
て
人
に
伝

へ
、
和
歌
は
柿
本
の
言
葉
よ
り
栄
て
、
あ
ら
た
な
る
諺
世
に
ひ
ろ
ま
れ

コ
ト
ハ
ザ

り
。
こ
ゝ
に
心

(三
)や
ま
と
も
ろ
こ
し
の
道
を
た
も
り

(四
)、
詞
は

(五
)花
と

イ
ナ
シ

ど
イ
ナ
シ

月
と
の
色
に
ま
ど
へ
る
も
の
あ
り
。
い
と
け
な
く

○
て

(
六
)此
書
を
つ
た
へ

色
し

よ
む
と
い
へ
ど
も
、
竹
の
枝
に
む
ち
を
う
ち
て
、
境
を
か
へ
り
見
る
事
を

わ
す
れ
、
さ
か
り
の
時
、
そ
の
心
を
さ
と
ら
ん
と
す
れ
ば
、
又
、
柳
の
葉

を
あ
む
に
も
の
う
く
し
て
、
奥
を
き
は
む
る
に
及
ば
ず
。
中
ご
ろ
は
北
闕

の
北
に
家
を
わ
す
れ
て
、
霜
を
ふ
み
星
を
い
〈
こ
〉
ゞ
く

(七
)に
暇
な
く
、

た

今
は
東
邑
の
東
に
す
だ
れ
を
〈
ふ
れ
〉
て

(八
)、
雪
を
か
ら
げ

(九
)、
蛍
を
と

と
ぢ
イ

も
〈
に
〉
す
る

(十
)に
た
よ
り
あ
り
。
時
に
男
女
の
名
を
ひ
と
巻
の
内
に
ぬ

と
【

頭
注

１
】

き
い
で
ゝ
、
か
し
こ
く
を
ろ
か
な
る
た
め
し
を
あ
ま
た
の
ふ
み
の
底
よ
り

う
か
ゞ
ひ
い
で
た
り
。
歌
二
百
五
十
を
つ
ら
ね
て
、
巻
一
十

○
四

(
十
一
)を

有
イ

な
せ
り
。

○
〈
た
ゞ
わ
が
心
の
も
よ
ほ
す
に
ま
か
せ
て
、
人
の
あ
ざ
け

【
補

入
】

り
の
被
べ
き
を
か
へ
り
み
ず
な
り
に
け
ら
し
。
と
し
は
は
じ
め
の
久
し

【
頭

注
２

】

(
十
二
)、

○
き
は
き
の
え
の
あ
き

(
十
三
)、
の
ど
け
き
み
づ
の
え
の
月
な
み
と

と
本
不
審

な
ん
い
へ
り
。
〉

(十
四
)月
な
み
に
紫
の
さ
〈
ほ
〉
げ
の
ふ
で
を
そ
め
て
、
白

を
イ

き
あ
さ
の
か
み
に
し
る
す
と
な
り
。
異
本

(十
五
)

【
頭
注

】
蒙
求
凡
五
百
九
十
八
人

1

【
頭
注
】
元
久
元
甲
子
土
御
門
院

2

【
補
入
】

父
の
し
る
す
と
こ
ろ
は
ふ
か
し
と
い
へ
ど
も
、
子
の
さ
と
る
所
あ
き
ら
む

た
め
し
な
ら
し

(十
六
)。

【
校
異
】

(
一
)
〈
誠
〉
―

試
〈
岸
〉

試

(
二
)
一
十
〈
回
〉
―

一
十
四
〈
岸
〉

四

(
三
)
こ
ゝ
に
心
―

こ
ゝ
に
心
〈
岸
〉

イ
ナ
シ

(
四
)
た
も
り
―

た
と
り
〈
岸
〉

と

(
五
)
詞
は
―

詞
は
〈
岸
〉

イ
ナ
シ

(
六
)
い
と
け
な
く

○
て
―

い
と
け
な
く
て
〈
岸
〉

し

(
七
)
い
〈
こ
〉
ゞ
く
―

い
た
ゞ
く
〈
岸
〉

た

(
八
)
〈
ふ
れ
〉
て
―

た
れ
て
〈
岸
〉

と
ち
イ

(
九
)
か
ら
け
―

か
ゝ
け

(
十
)
と
も
〈
に
〉
す
る
―

と
も
す
〈
岸
〉

と

(
十
一
)
巻
一
十

○
四
―

巻
一
十
四
〈
岸
〉

有
イ

(
十
二
)
久
し
―

久
き
〈
岸
〉

(
十
三
)
○
き
は
き
の
え
の
あ
き
―

と
き
は
き
の
え
の
あ
き
〈
岸
〉

と

(
十
四
)
〈
た
ゞ
…
い
へ
り
〉
―

た
ゞ
…
い
へ
り
〈
岸
〉

(
十
五
)
月
な
み
に
紫
の
さ
〈
ほ
〉
け
の
ふ
て
を
そ
め
て
、
白
き
あ
さ
の
か

を
イ

み
に
し
る
す
と
な
り
。
異
本
―

月
な
み
に
紫
の
さ
ほ
け
の
ふ
て
を
そ
め
て
、
白
き
あ

さ
の
か
み
に
し
る
す
と
な
り
。
異
本

〈

岸
〉

(
十
六
)
父
の
…
な
ら
し
。
―

ナ
シ
〈
岸
〉



- 70 -

蒙
求
和
歌

第
一

春
部
廿
首

漢
祖
龍
顔

立
春
丁
固
生
松

子
日
孔
光
温
樹

霞

干
木
富
義

鶯
安
国
々
器

梅
張
敞
画
眉

柳

史
丹
青
蒲

花
汲
黯
開
倉

早
蕨
戴
封
積
薪

春
雨

斉
景
駟
千

春
駒
王
粲
覆
棊

帰
雁
龔
勝
不
屈

喚
子
鳥

伯
成
辞
耕

苗
代
李
広
成
蹊

桃
麋
竺
収
資

雉

壺
公
謫
天

菫
菜
済
叔
不
痴

躑
躅
霊
運
曲
笠

藤
花

劉
寵
一
銭

款
冬
薊
訓
歴
家

暮
春

【
校
異
】

ナ
シ

漢
楚
龍
顔
〈
五
二
〉
（
立
春
）

1

漢
楚
龍
顔

高
祖
、
姓
は
劉
、
名
は
邦
、
字
は
李
。
沛
県
の
豊
人
也
。
母
は
劉
媼
、
劉
媼

【
頭

注
】

ア
フ

が
夫
は
大
公
な
り
。
劉
媼
、
む
か
し
、
大
沢
の
堤
に
や
す
み
ふ
し
た
る
と

こ
ろ
に
雨
ふ
り
神
な
り
け
り
。
夢
の
う
ち
に
神
に
嫁
げ
り
。
大
公
ゆ
き
て

み
る
に
、
龍
そ
の
う
へ
に
あ
り
。
劉
媼
こ
れ
よ
り
は
ら
み
て
高
祖
を
う
み

て
け
り
。
高
祖
む
ま
れ
て
龍
顔
あ
り
。
鬚
髥
よ
し
。
左
の
も
ゝ
に
七
十
二

ゼ
ン

の
黒
に
あ
り

(一
)。
時
に
呂
公
と
い
ふ
人
あ
り
。
賢
才
世
に
き
こ
え
て
け
り

子
已
下
本
文
ナ
〈
リ
〉
〔
シ
〕

(二
)。
国
の
老
父
酒
を
も
ち
て
き
た
り
あ
つ
ま
り
て
、
常
に
宴
飲
し
て
世
の

中
の
事
を
〈
つ
〉
ひ
あ
は
せ
け
り

(三
)。
高
祖
わ
か
く
い
や
し
く
て
の
こ
ろ
、

い

き
た
り
の
ぞ
め
り
。
座
中
の
人
を
の
〳
〵
あ
ざ
む
き
わ
ら
ひ
て
、
こ
の
座

に
は
千
の
金
を
も
た
ざ
る
人
は
来
事
な
し
と
い
ひ
て
、
む
し
ろ
の
す
ゑ
に

銭
イ

す
へ
て
け
り
。
上
客
呂
公
し
ば
〳
〵
高
祖
を
見
て
驚
て
座
よ
り
く
だ
り
て
、

高
祖
の
手
を
と
り
て
、
臣
は
わ
か
く
よ
り
好
て
人
を
相
じ
き
。
相
ず
る
と

こ
ろ
た
が
ふ
事
な
し
。
君
、
天
子
の
相
あ
り
と
云
て
、
座
の
上
に
す
へ
て

け
り
。ね
ん
ご
ろ
に
か
た
ら
ひ
て
わ
が
む
す
め
を
あ
は
せ
ん
と
契
て
け
り
。

座
中
の
人
、
目
を
お
ど
ろ
か
さ
ず
と
云
事
な
し
。
呂
公
が
妻
、
大
に
う
け

ざ
り
け
れ
ど
も
、
み
る
と
こ
ろ
あ
り
と
云
て
終
に
む
す
め
を
高
祖
に
あ
は

せ
て
け
り
。
一
の
男
、
両
の
女
を
う
め
り
。
呂
公
み
ち
の
辺
に
屋
舎
を
た

て
ゝ
物
う
る
由
を
し
て
高
祖
を
か
く
し
す
へ
て
け
り
。
舎
屋
は
秦
の
東
南

に
あ
た
れ
り
。
秦
始
皇
帝
、
東
南
に
天
子
の
気
あ
り
と
い
き
ど
〈
な
〉
り

(四
)

ほ

給
へ
り
。
呂
公
い
よ
〳
〵
恐
け
り
。
舎
屋
を
さ
り
て
苞
碭
山

(五
)の
巌
の
中

芒

に
隠
れ
ぬ
。
妻
た
づ
ね
来
れ
り
。
お
ど
ろ
き
問
に
、
紫
雲
を
し
る
べ
に
て

き
た
れ
り
と
い
ふ
。
高
祖
あ
は
れ
と
思
し
り
ぬ
。
高
祖
ゐ
る
所
、
こ
と
に

紫
雲
聳
け
り
。
時
に
秦
皇
崩
じ
て
、
丞
相
趙
高
よ
を
と
り
て
、
秦
皇
の
長

子
扶
蘇
を
う
し
な
ひ
て
、
弟
の
胡
亥
を
王
と
し
て
二
世
皇
帝
と
す
。
趙
高

心
に
た
が
ふ
事
や
あ
り
け
ん
、
わ
が
威
の
〈
な
〉
ど
を

(六
)し
ら
む
と
て
鹿

ほ

を
馬
と
云
に
、
群
臣
み
な
趙
高
が
詞
に
し
た
が
ひ
ぬ
。
さ
て
二
世
帝
を
う

ち
つ
。
二
世
の
兄
扶
蘇
の
子
、
子
嬰
の
い
と
け
な
き
を
王
と
し
て
、
国
既

み
だ
れ
ぬ
。
趙
高
、
子
嬰
に
う
た
れ
ぬ
。
子
嬰
位
に
あ
る
事
わ
づ
か
に
四

十
六
日
也
。
楚
の
壊
王
、
こ
の
事
を
聞
て
、
項
羽
を
大
将
と
し
て

(七
)高
祖

を
次
将
と
し
て
秦
の
国
を
う
ち
に
つ
か
は
す
。
項
羽
と
高
祖
と
兄
弟
の
契

を
な
し
て
、
さ
き
に
い
ら
む
人
、
宮
中
を
行
ふ
べ
し
と
い
ひ
さ
だ
め
て
、

高
祖
先
に
入
と
い
へ
ど
も
、
項
羽
後
に
入
て
、
契
を
た
が
へ
て
万
余
里
を

と
り
て
我
ま
ゝ
に
せ
り
。
高
祖
千
里
を
と
れ
り
。
壊
王
を
あ
ふ
ぎ
て
皇
帝

と
す
べ
き
と
こ
ろ
に
、
項
羽
地
を
〈
え
〉
て

(八
)壊
王
に
し
ら
せ
ず
し
て
、

え
カ

を
の
が
諸
将
に
わ
か
ち
あ
た
へ
て
、は
て
に
は
壊
王
を
う
ち
こ
ろ
し
つ

(九
)。

高
祖
ふ
か
く
か
な
し
び
〈
恒
〉
て

(
十
)、
天
に
か
わ
り

(
十
一
)項
羽
を
う
た
ん

堪

と
思
ひ
な
り
ぬ
。
僅
に
百
余
人
の
将
を
も
ち
て
、
百
万
の
い
く
さ
に
あ
ら
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そ
ひ
た
ゝ
か
へ
り
。
項
羽
四
面
を
か
く
み
て
、
高
祖
あ
や
う
く
み
え
け
り
。

○
に

(
十
二
)逆
風
吹
て
四
方
俄
に
く
れ
ぬ
。
其
ま
ぎ
れ
に
の
が
る
ゝ
事
を
え

時
歟

た
り
。
営
陽
に
年
を
か
さ
ぬ
と
い
へ
ど
も
、
陳
平
張
良
が
は
か
り
ご
と
を

も
ち
て
、
遂
に
項
羽
を
せ
め
ほ
ろ
ぼ
し
て

(十
三
)天
下
を
え
た
り
。
高
〈
祖
〉

皇
帝

(
十
四
)と
す
。
父
大
公
を
ば
太
上
皇
帝
と
す
。
そ
れ
天
に
無

二
二
日

一
、

地
無

二
二
主

一
。
大
公
は
父
た
り
と
い
へ
ど
も
人
臣
也
。
高
祖
は
子
た
り
と

い
へ
ど
も
人
主
也
。
人
主
を
し
て
人
臣
を
拝
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、

大
公
み
づ
か
ら
お
り
て
高
祖
を
拝
せ
し
む
。
凡
政
を
行
ふ
事
、
仁
徳
を
ほ

ど
こ
し
給
へ
り
。
賢
者
を
す
ゝ
め
讒
者
を
し
り
ぞ
け
、
能
を
ほ
め
忠
を
賞

し
給
へ
り
。
か
く
て
四
海
た
ひ
ら
ぎ
万
民
た
の
し
め
り
。
春
は
和
暖
の
気

と
ゝ
の
ほ
り
、
秋
は
清
涼
の
景
そ
な
は
れ
り
。
す
べ
て
高
祖
よ
り
献
帝
に

い
た
る
ま
で
子
孫
を
か
さ
ぬ
る
こ
と
、
廿
七
代
四
百
十
八
年
也
。

あ
め
の
し
た
行
す
ゑ
と
を
き
春
の
色
は
さ
は
べ
の
く
さ
に
あ
ら
は
れ
に

け
り
（
平

）1

め
づ
ら
し
き
春
の
あ
さ
日
は
む
ら
さ
き
の
雲
間
を
出
し
光
也
け
り
（
片

イ

）1

【
頭
注
】

于
茲
所
引
註
、
今
流
布
非
蒙
求
註
。
盧
充
幽
婚
註
云
、
旧
註

ニ
引

二
孔
氏
志

怪
一
曰

云

云
。

【
校
異
】

(
一
)
黒
に
あ
り
―

黒
子
あ
り
〈
岸
〉

子

(
三
)
き
こ
え
て
け
り
―

き
こ
え
て
〈
岸
〉

(
四
)
〈
つ
〉
ひ
あ
は
せ
け
り
―

い
ひ
あ
は
せ
け
り
〈
岸
〉

い

(
五
)
い
き
と
〈
な
〉
り
―

い
き
と
ほ
り
〈
岸
〉

ほ

(
五
)
苞
碭
山
―

芒
碭
山
〈
岸
〉

芒

(
六
)
な
と
を
―

ほ
と
を
〈
岸
〉

ほ

(
七
)
大
将
と
し
て
―

大
将
と
し
〈
岸
〉

(
八
)
え
て
―

え
て
〈
岸
〉

え
カ

(
九
)
う
ち
こ
ろ
し
つ
―

う
ち
こ
ろ
し
〈
て
〉〈
岸
〉

つ

(
十
)
〈
恒
〉
て
―

慎
て
〈
岸
〉

堪

(
十
一
)
天
に
か
は
り
―

天
に
か
は
り
て
〈
岸
〉

(
十
二
)
み
え
け
り
。

○
に
―

み
え
け
る
に
〈
岸
〉

時
歟

(
十
三
)
ほ
ろ
ほ
し
て
―

お
と
し
て
〈
岸
〉

(
十
四
)
高
祖
皇
帝
―

高
皇
帝
〈
岸
〉

丁
固
生
松
〈
二
一
四
〉
（
子
日
）

2

呉
志
丁
固
生
松

【
割
注
】

丁
固
尚
書
た
り
し
時
、
夢
の
う
ち
に
腹
の
う
へ
に
松
お
ひ
た
り
と
み
て
、

人
に
か
た
り
て
い
は
く
、
松
の
字
は
十
八
公
な
り
。
十
八
歳
に
し
て
公
た

ら
む
と
い
へ
り
。
つ
ゐ
に
夢
の
ご
と
し
。

と
ゝ
せ
あ
ま
り
や
と
せ
の
春
の
ゆ
め
さ
め
て
子
日
に
あ
へ
る
松
の
あ
け

ぼ
の
（
平

）2

と
ゝ
せ
あ
ま
り
や
と
せ
ふ
り
に
し
夢
ぢ
よ
り
子
日
の
春
に
あ
ふ
の
松
ば

ら
(
(
片

)
)

イ

2

【
割
注
】

楚
漢
の
代
人
。
為

二
項
羽
将

一
。
漢
書
云
、
丁
公
、
名
は
固
、
季
布
が
母
弟

非
本
文

也
云

々
。

【
校
異
】
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ナ
シ

孔
光
温
樹
〈
三
五
四
〉
（
霞
）

3

前
漢
孔
光
温
樹

漢
の
長
楽
宮
に
温
室
あ
り
。
孔
光
尚
書
令
と
し
て
つ
か
へ
け
り
。
家
に
て

兄
弟
妻
子
な
ど
物
語
す
る
に
、
朝
省
の
政
の
間
の
事
を
露
ば
か
〈
ら
〉

(
一
)

り

も
ら
す

(
二
)事
な
し
。
あ
る
人
、
温
室
省
の
う
ち
の
樹
は
な
に
の
木
ぞ
と
ゝ

へ
ば
、
も
だ
し
て
答
え
ず
。
さ
ら
に
あ
ら
ぬ
事
ど
も
を
い
ひ
ま
ぎ
ら
は
し

つ
ゝ
、
そ
れ
を
も
も
ら
さ
ず
ぞ
あ
り
け
る
。

お
ほ
か
た
の
な
を
さ
へ
は
な
に
ち
ら
さ
じ
と
お
も
ひ
こ
め
け
る
や
へ
が

す
み
か
な
(
(
平

）
）

3

み
や
ま
木
の
名
を
だ
に
あ
だ
に
も
ら
さ
じ
と
思
ひ
こ
め
け
る
や
へ
霞
哉

(
(
片

）
）

3

【
校
異
】

(
一
)
は
か
〈
ら
〉
―

は
か
り
〈
岸
〉

り

(
二
)
も
ら
す
―

も
ち
ら
す
〈
岸
〉

干
木
富
義
〈
三
一
七
〉
（
鶯
）

4

淮
南
子
干
木
富
義

カ
ン

段
の
干
木
隠
居
し
て
、
世
の
ま
じ
は
り
を
こ
の
ま
ざ
り
け
り
。
魏
の
文
侯

(
一
)、
干
木
が
賢
き

○
を
知
て
、
頻
に
め
せ
ど
も
、
し
た
が
は
ず
。
文
侯

(二
)、

事

干
木
が
家
を
す
ぐ
る
ご
と
に
、
車
よ
り
お
り
ず
と
云
事
な
し
。
人
々
こ
の

事
を
あ
や
し
み
け
り
。
君
い
や
し
く
も
国
の
主
と
し
て
た
や
す
く
人
を
う

や
ま
ふ
事
、
其
心
を
え
が
た
し
と
い
ふ
。
文
侯

(三
)の
云
く
、
我
は
財
に
と

め
り
。
干
木
は
義
に
と
め
り
。
こ
の
故
に
義
を
う
や
ま
ふ
な
り
と
ぞ
答
へ

け
る
。

う
ぐ
ひ
す
の
身
に
し
む
こ
ゑ
を
こ
め
つ
れ
ば
た
に
の
戸
を
さ
へ
あ
だ
に

や
は
み
る
（
平

）4

鶯
の
あ
る
じ
な
り
け
る
た
に
の
と
を
み
す
て
ゝ
た
ゞ
に
す
ま
ん
物
か

は
(
(
片

）
）

イ

4

【
校
異
】

(
一
)
(
二
)
(
三
)
文
侯
―

文
隻
〈
岸
〉

安
国
国
器
〈
四
五
二
〉
（
梅
）

5

前
漢
安
国
々
器

安
国
梁
の
孝
王
に
つ
か
へ
て
中
大
夫
た
り
き
。
才
智
ふ
か
ゝ
り
き
。
財
を

む
さ
ぼ
り
た
し
な
ま
ず
。
我
身
よ
り
か
し
こ
き
も
の
を
求
て
し
る
べ
と
し

て
、
君
に
つ
か
へ
け
り
。
い
は
ゆ
る
台
卿
・
遂
臧
・
固
邦
・
郅
他
み
な
天

已
〈
上
〉
〔
下
〕
非
本
文

下
の
名
士
也
。
こ
の
ゆ
へ
に
安
国
を
く
に
の
器
と
い
へ
り
。

已
上

こ
ゝ
ろ
あ
れ
や
ま
だ
み
ぬ
里
の
梅
が
ゝ
を
花
な
き
や
ど
に
さ
そ
ふ
春
か

ぜ
（
（
片

）
・
平

）

5

5

【
校
異
】

ナ
シ

張
敞
画
眉
〈
五
四
一
〉
（
柳
）

6

前
漢
〈

葦
〉
敞
画
眉

平
陽
人
。

張

葦
敞
、
京
兆
尹
た
り
。
経
術
に
あ
き
ら
か
な
り
。
と
こ
ろ
〴
〵
に
賢
を
あ

ら
は
し
、
善
を
ほ
ど
こ
せ
り
。
人
の
咎
を
な
だ
め
、
事
に
ふ
れ
て
情
ふ
か

ゝ
り
き
。
女
の
眉
を
よ
く
つ
く
り
け
れ
ば
、
長
安
中
に

葦
京
兆
が
画
眉
と
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ぞ
ほ
め
つ
た
へ
け
る
。
あ
り
と
あ
る
女
、
こ
の
み
ま
な
び
け
り
。

み
る
か
ら
に
こ
ゝ
ろ
う
つ
さ
ぬ

(
一
)人
ぞ
な
き
柳
の
ま
ゆ
の
あ
け
ぼ
の
ゝ

い
ろ
（
平

）6

心
を
ぞ
た
れ
も
そ
め
け
る
さ
ほ
ひ
め
の
柳
の
眉
の
曙
の
色
（
片

）6

【
校
異
】

(
一
)
う
つ
さ
ぬ
―

う
つ
り
ぬ
〈
岸
〉

さ

史
丹
青
蒲
〈
二
〇
五
〉
（
花
）

7

前
漢
史
丹
青
蒲

(一
)

史
丹
あ
ざ
な
は
君
仲
、
魯
国
の
人
也
。
賢
人
と
し
て
し
か
も
忠
臣
た
り
き
。

頻
に
よ
に
つ
か
え
け
り
。
う
つ
り
て
侍
中
た
り
。
時
に
漢
の
元
帝
、
太
子

を
す
て
ゝ
定
陶
王
に
位
を
ゆ
づ
ら
ん
と
す
。
此
事
世
に
聞
へ
て
、
人
お
ほ

き
に
か
た
ぶ
け
ど
も
、
詞
を
い
だ
す
も
の
な
し
。
史
丹
お
ほ
や
け
の
御
と

の
ご
も
れ
る
う
ち
に
入
て
、
青
蒲

(二
)の
上
に
ふ
し
て
、
皇
儲
さ
だ
ま
り
し

う
へ
に
横
ざ
ま
の
政
い
で
き
た
ら
ば
、
す
で
に
世
の
乱
と
な
る
べ
し
と
、

な
く
〳
〵
い
さ
め
申
け
れ
ば
、公
こ
れ
に
し
た
が
ひ
給
ひ
に
け
り
。
青
蒲

(三
)

は
あ
を
き
が
ま
の
む
し
ろ
也
。后
に
あ
ら
ざ
る
人
は
の
ぼ
ら
ず
と
い
へ
り
。

い
づ
か
た
に
花
の
あ
る
じ
を
た
づ
ね
け
ん
春
の
み
や
ま
の
み
ち
を
わ
す

ぬ
ら
ん
イ

ち

れ
で
（
（
片

）
・
平

）

7

7

【
校
異
】

(
一
)
(
二
)
(
三
)
青
蒲
―

青
悛
〈
岸
〉

汲
黯
開
倉
〈
五
一
三
〉
（
早
蕨
）

8

前
漢
汲
黯
開
倉

汲
黯
は
濮
陽

(
一
)の
人
也
。
汲
黯
に
い
た
る
ま
で
七
代
卿
大
夫
た
り
き
。
時

十
本
文

に
河
内
に
火
あ
り
て
千
余
家
や
け
に
け
り
。
公
、
汲
黯
を
つ
か
は
し
て
み

せ
ら
れ
け
り
。
か
へ
り
ま
い
り
て
申
て
云
く
、
河
内
の
火
屋
を
な
ら
べ
て

や
け
つ
き
ぬ
。
な
げ
く
も
の
数
を
し
ら
ず
。
又
河
内
を
す
ぐ
る
に
水
旱
を

う
れ
ふ
る
貧
き
物
万
余
家
あ
り
。
臣
謹
て
御
使
の
使
を
み
て

(
二
)倉
の
粟
を

開
て
こ
と
〴
〵
く
に
わ
か
ち
あ
た
え
を
は
り
ぬ
。臣
す
で
に
あ
や
ま
て
り
。

矯
制
の
罪
に
を
こ
な
は
る
べ
し
と
申
せ
り
。
お
ほ
や
け
賢
な
り
と
ほ
め
給

て
な
し

(
三
)。

あ
め
そ
ゝ
く
は
る
の
め
ぐ
み
の
な
か
り
せ
ば
や
け
の
ゝ
わ
ら
び
も
の
う

て
ら
し
く
る
イ

か
ら
ま
し
（
（
片

）
・
（
平

）
）

8

8

【
校
異
】

(
一
)
濮
陽
―

淮
陽
〈
岸
〉

(
二
)
み
て
―

え
て
〈
岸
〉

(
三
)
な
し
―

罪
な
し
〈
岸
〉

戴
封
積
薪
〈
五
一
一
〉
（
春
雨
）

9

後
漢
戴
封
積
薪

後
漢
の
戴
封
、
西
華
の
令
た
り
し
時
、
天
ひ
さ
し
く
日
て
り
て
、
民
悉
く

農
耕
の
む
な
し
く
断
ぬ
る
愁
を
い
だ
き
け
り
。
戴
封
、
我
行
ふ
と
こ
ろ
の

乱
る
ゆ
へ
に
天
の
と
が
め
給
な
る
べ
し
。
わ
が
な
か
ら
む
に
は
、
雨
も
ふ

り
民
も
豊
に
な
り
な
ん
と
云
て
、
薪
を
積
て
其
上
に
臥
て
焼
し
な
ん
と
す
。

す
で
に
火
を
放
つ
時
に
の
ぞ
み
て
、
天
こ
れ
が
た
め
に
大
に
雨
を
く
だ
し

け
り
。

身
に
か
へ
て
か
を

(
一
)お
し
み
け
る
涙
か
な
や
よ
ひ
の
そ
ら
の
雨
と
ひ
と

稼
乎

つ
に
（
（
平

）
）

9
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【
行
間
書
き
入
れ
】

(
二

)

【
行
間
書
き
入
れ
】

雨
さ
そ
ふ
や
よ
ひ
の
空
は
下
も
え
の
煙
よ
り
こ
そ
く
も
り
そ
め
け
れ
（
片

）9

【
校
異
】

(
一
)
か
を
―

か
を
〈
岸
〉

稼
乎

(
二
)
【
行
間
書
き
入
れ
】
―

雨
さ
そ
ふ
…
そ
め
け
れ
〈
岸
〉

斉
景
駟
千
〈
五
一
五
〉
（
春
駒
）

10

論
語
斉
景
駟
千

斉
の
景
公
の
馬
千
駟
あ
り
。
し
ぬ
る
時
、
其
徳
を
い
ふ
人
な
か
り
き
と
い

へ
り
。
駟
千
は
四
千
疋

○
。
馬
四
疋
を
為

レ
駟
也
。

非
本
文

也

は
る
く
さ
の
野
が
ひ
の
駒
も
な
き
跡
の
の
り
の
し
る
べ
と
な
ら
ば
こ
そ

あ
ら
め
（
（
片

）
・
平

）

10

10

【
校
異
】

ナ
シ

王
粲
覆
棊
〈
四
七
〇
〉
（
帰
雁
）

11

魏
志
王
粲
覆
棊

(一
)【
割
注
】

魏
の
王
粲
、
大
臣
に
い
た
る
。
わ
か
ゝ
り
し
時
、
人
と
つ
れ
て
も
の
へ
ゆ

か
り
の
イ

く
。
道
の
ほ
と
り
に
し
て
碑
文
を
み
る
。
つ
れ
た
る
人
の
云
、
汝
こ
の
碑

の
文
一
た
び
見
て
そ
ら
に
お
ぼ
え
て
ん
や
と
い
ふ
。
王
粲
う
し
ろ
む
き
て

そ
ら
に
誦
す
る
に
、
一
字
も
お
と
さ
ず
。
王
粲
む
か
し
、
囲
棊

(
二
)の
局
を

や
ぶ
る
を
見
る
。
王
粲
も
と
の
ご
と
く
石
を
お
き
て
け
り
。
人
こ
れ
を
信

ぜ
ず
。
更
に
石
を
お
き
て
一
た
び
み
せ
て
、
う
し
ろ
む
き
て
他
局
に
石
を

を
か
せ
て
並
て
み
る
に
、
石
ひ
と
つ
も
を
き
た
が
へ
ず
。
す
べ
て
一
た

ナ
ラ
ベ

び
も
き
ゝ
一
た
び
も
見
つ
る
事
を
、
わ
す
る
ゝ
事
な
か
り
け
る
な
り
。

う
ち
み
だ
れ
霞
に
き
え
て
ゆ
く
雁
の
お
な
じ
あ
と
を
ぞ
お
も
ひ
つ
ら
ね

し
（
片

・
平

）

11

11

囲
碁

ハ
有

二
帰
雁
之
勢

一
故
云
。

非
本
文
囲

【
割
注
】

山
陽
人
也
。
祖
曽
並

二
為

二
漢

ノ
王
公

一
。

非
本
文

【
校
異
】

(
一
)
王
粲
覆
棊
―

王
粲
覆
碁
〈
岸
〉

(
二
)
囲
棊
―

囲
碁
〈
岸
〉

龔
勝
不
屈
〈
一
七
三
〉
（
喚
子
鳥
）

12

前
漢
龔
勝
不
屈

【
割
注
】

龔
〔
ロ
ウ
〕

漢
の
龔
勝
、
こ
ゝ
ろ
賢
に
し
て
名
節
を
あ
ら
は
せ
り
き
。
光
禄
大
夫
た
り

き
。
漢
の
平
帝
か
く
れ
給
て
後
、
宣
帝
の
玄
孫
孺
子
嬰
即
位
の
時
、
王
莽

先
帝
の
し
う
と
ゝ
し
て
摂
政
た
り
し
ほ
ど
に
、
嬰
を
す
て
ゝ
王
莽
み
づ
か

う
ち
て
イ

ら
位
に
つ
き
て
の
比
、
心
あ
る
人
を
の
〳
〵
に
げ

○
く
れ
て
是
に
し
た
が

か

は
じ
と
す
。
春
は
日
て
り
水
た
え
て
東
作
を
わ
す
れ
、
秋
は
風
あ
ら
く
蝗

以
下
元
本
文

ふ
り
て
西
収
を
ゝ
こ
た
れ
り
。
道
を
し
れ
る
人
な
か
り
け
れ
ば
、
行
ふ
と

こ
ろ
み
だ
れ
て
国
お
さ
ま
れ
る
時
な
し
。
民
つ
か
れ
兵
う
へ
て
、
金
一
両

の
あ
た
ひ

(一
)米
三
升
に
な
り
ぬ
。
此
時
に
龔
勝
ふ
か
く
こ
も
り
ゐ
ぬ
。
王

莽
、
人
の
な
き
事
を
う
れ
へ
、
龔
勝
を
講
学
祭
酒
に
な
し
て
つ
か
は
ん
と

本
文
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す
れ
ど
も
、
や
ま
ひ
の
由
を
答
て
し
た
が
は
ず
。
後
に
、
大
師
の
官
綬
を

以
て
、
郡
守
龔
勝
が
里
に
入
て
致

スレ
詔
。
な
を
か
さ
ね
て
わ
づ
ら
へ
る
よ

し
を
も
ら
し
て
、
東
か
し
ら
に
し
て
朝
服
を
き
て
使
に
語
て
云
く
、
わ
れ

漢
の
厚
恩
を
う
け
て
報
ぜ
ん
と
思
に
、
年
す
で
に
老
た
り
。
豈
以

二
一
身

一
事

ヘ
テ

二
二
姓
、
地
下
見

ヘ
エ
ン

二
故
主

一
哉

(
二
)。
朝
に
来
り
暮
来
て

(
三
)い
ざ
な
う

非
本
文

と
も
い
づ
べ
か
ら
ず
と
い
ひ
て
、
ま
さ
に
し
た
が
は
ず
。
又
任
承
君
と
云

賢
人
あ
り
。
身
を
た
ば
ふ
心
あ
り
て
、
王
莽
に
し
た
が
は
ず
し
て
籠
ぬ
。

王
莽
ふ
か
〈
や
〉

(四
)此
事
を
歎
て
頻
に
召
い
だ
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、
い
つ

く

は
り
清
盲
を
つ
く
り
て
い
で
ず
。
親
き
疎
き
、
み
な
ま
こ
と
ゝ
思
へ
り
。

小
児
の
謬
て
井
に
入
を
見
れ
ど
も
、
宿
業
か
ぎ
り
あ
り
て
た
す
か
ら
ざ
ら

む
も
の
ゆ
へ
、
助
け
ん
と
せ
ば
我
い
つ
は
り
あ
き
し
ゐ
あ
ら
は
れ
な
ん
と

思
て
、
み
ず
が
ほ
に
て
や
み
ぬ
。
妻
い
よ
〳
〵
ま
こ
と
ゝ
お
も
ひ
な
り
て
、

承
君
が
目
の
ま
ゑ
に
し
て
ま
お
と
こ
に
あ
へ
り
。
み
れ
ど
も
露
ば
か
り
も

色
に
い
だ
さ
ず
。
か
く
て
の
み
す
ご
し
け
り

(五
)。
時
に
漢
の
高
祖
の
九
代

の
孫
光
武
、
ほ
か
に
武
威
あ
り
。
内
に
は
仁
恵
あ
り
て
人
民
悉
く
帰
し
け

り
。
軍
を
ゝ
こ
し
て

(六
)王
莽
を
う
ち
て
け
り
。
隠
れ
籠
り
し
聖
賢
の
人
、

芸
能
の
輩
、
こ
ゝ
か
し
こ
よ
り
出
ぬ
。
乱
た
り
し
政
を
改
て
仁
徳
を
行
は

れ
け
り
。
い
つ
し
か
世
お
さ
ま
り
人
よ
ろ
こ
べ
り
。
一
茎
の
種
を
う
へ
て

九
穂
の
粟
を
な
せ
り
。
殊
に
賢
才
を
賞
し
ふ
か
く
讒
侫
を
退
け
ら
れ
に
け

り
。な
に
と
か
く
お
も
は
ぬ
山
に
よ
ぶ
こ
ど
り
こ
し
か
た
に
の
み
か
へ
る
こ

ゝ
ろ
を
（
片

・
平

）

12

12

【
割
注
】

王
莽

ハ
成
帝
の
舅
王

窰
之

○
。
初
封

二
新
都

一
侯
以

レ
女
為

二
平
帝
后

ト一
、
進
封

非
本
文

子

二
安
漢
公

一
。
遂

ニ
即
改

二
元

シ
テ
建
国

ト一
、
在
位
十
五
年
或
十
八
年
。

【
校
異
】

(
一
)
金
一
両
の
あ
た
ひ
―

金
一
両
あ
た
ひ
の
〈
岸
〉

(
二
)
豈
以

二
一
身

一
事

ヘ
テ

二
二
姓
地
下
見

ヘ
エ
ン

二
故
主

一
哉
―

豈
以

二
一
身

一
事

ヘ
テ
二
姓

二一
下

モ
見

ヘ
エ
ン

二
故
主

一
哉

一

ヤ

(
三
)
暮
来
て
―

暮
ニ
来
て
〈
岸
〉

(
四
)
ふ
か
〈
や
〉
―

ふ
か
く
〈
岸
〉

く

(
五
)
す
こ
し
け
り
―

す
く
し
け
り
〈
岸
〉

(
六
)
軍
を
ゝ
こ
し
て
―

軍
を
こ
し
て
〈
岸
〉

伯
成
辞
耕
〈
五
四
七
〉
（
苗
代
）

13

荘
子
伯
成
辞
耕

伯
成
あ
ざ
な
は
子
高
、
諸
侯
た
り
。
堯
天
下
を
お
さ
め
て
舜
に
譲
給
。
舜

又
禹
に
さ
づ
く
。
禹
又
子
高
に
譲
と
い
へ
ど
も
、
世
の
中
を
よ
し
な
き
事

に
思
ひ
と
り
て
、
子
高
、
諸
侯
を
辞
し
て
、
田
を
作
て
し
づ
か
に
よ
を
わ

た
り
け
り
。

こ
ゝ
ろ
を
ば
な
は
し
ろ
水
に
さ
そ
は
せ
て
よ
を
う
き
草
の
ね
を
た
え
て

【
傍

記
１

】
【

傍
記

２
】

け
る
（
平

）
・
【
傍
記
】
（
（
片

）
）

13

13

【
傍
記
１
】

な
が
し
つ
る

イ
(一
)

ゝ
カ

【
傍
記
２
】

世
に
す
む
み
ち
を
お
も
ひ
か
へ
し
〈
て
〉

イ
(二
)

つ

【
校
異
】

(
一
)
な
か
し
つ
る

イ
―

な
か
し
つ
る
イ
〈
岸
〉

ゝ
カ
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(
二
)
世
に
す
む
み
ち
を
お
も
ひ
か
へ
し
〈
て
〉

イ
―

世
に
す
む
み
ち

つ

を
お
も
ひ
か
へ
し
て
イ
〈
岸
〉

李
広
成
蹊
〈
一
六
八
〉
（
桃
）

14

前
漢
李
広
成
蹊
【
割
注
】

李
広
、
ゆ
み
や
の
道
に
か
し
こ
か
り
け
れ
ば
、
戦
の
功
よ
ゝ
に
か
さ
な
り

て
将
軍
に
う
つ
さ
れ
に
け
り
。
大
史
公
が
云
、
余
観

二
李
将
軍

ヲ一
侚
々
如

シ
ユ
ン

二
鄙
人

ノ一
口
不

レ
能

レ
噵

レ
辞
と
い
へ
り
。
死
る
時
、
天
下
に
し
る
も
し
ら
ざ

出
本

る
も
是
を
お
し
み
て
か
な
し
み
を
つ
く
せ
り
。
よ
の
人
諺
に
云
、
桃
李
不

ド
モ

レ
言
自

(一
)成

レ
蹊

ヲ
と
い
へ
り
。
李
将
軍
、
お
や
を
虎
に
く
は
れ
て
野
べ
を

【
傍

記
】

ゆ
く
に
、
草
の
中
に
虎
あ
り
と
見
て
、
是
を
い
つ
ら
ぬ
き
て
け
り
。
其
矢
、

非
本
文

飲
羽
と
い
へ
り
。
近
く
よ
り
て
み
れ
ば
、
虎
に
は
あ
ら
ず
、
大
な
る
石
な

り
け
り
。
石
と
見
て
後
に
い
る
に
、
其
矢
た
つ
こ
と
な
し
。
お
や
を
く
ら

ひ
し
虎
と
思
て
い
け
る
に
よ
り
て
、
石
を
い
つ
ら
ぬ
け
る
な
り
。

も
ゝ
の
は
な
も
の
い
ふ
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
い
ろ
に
い
で
ゝ
ぞ
人
を
さ

そ
ひ
し

も
の
い
は
ぬ
花
も
人
め
を
さ
そ
ひ
け
り
み
ち
も
さ
り
あ
へ
ぬ

(二
)も
ゝ
の

下
哉
（
（
片

）
）

14

【
割
注
】

隴
西
成

レ
紀
人
也
。

(三
)

紀

【
傍
記
】

本
文
出
猟

ス
ト
イ
ヘ
リ
。

【
校
異
】

(
一
)
自
―

目
〈
岸
〉

(
二
)
さ
り
あ
へ
ぬ
―

さ
り
あ
へ
〈
す
〉〈
岸
〉

ぬ

(
三
)
隴
西
成

レ
紀
人
也
―

瀧
西
成
犯
人
也
〈
岸
〉

麋
竺
収
資
〈
四
三
七
〉
（
雉
）

15

蜀
志
麋
竺
収
資

ビ

麋
竺
、
む
か
し
、
京
よ
り
車
に
乗
て
家
に
か
へ
る
。
い
ま
だ
家
に
い
ら
ざ

捜
神
記
之
説

る
事
数
千
里
な
る
に
、
一
人
の
わ
か
き
女
、
か
ち
よ
り
歩
く
る
に
あ
へ
り
。

麋
竺
あ
は
れ
び
て
車
に
の
せ
て
け
り
。
此
女
か
へ
ら
む
と
す
る
に
の
ぞ
み

て
、
我
は
こ
れ
天
の
使
と
し
て
東
海
の
麋
竺
が
家
を
や
き
に
ゆ
く
な
り
と

い
ふ
。
麋
竺
あ
さ
ま
し
と
思
ひ
て
ま
ど
ひ
帰
て
、
家
の
中
の
財
を
運
出
て

人
を
い
だ
し
て
ま
つ
に
、
日
中
に
火
い
で
き
て
家
や
け
に
け
り
。

子
を
お
も
ふ
き
ゞ
す
や
野
べ
に
ま
よ
は
ま
し
や
く
べ
き
春
を
か
ね
て
し

ら
ず
は
（
（
平

）
）

14

い
か
ば
か
り
子
を
思
ふ
き
ゞ
す
ま
よ
は
ま
し
や
く
べ
き
野
べ
を
け
ふ

〈
ぞ
〉

(
一
)し
ら
ず
は
（
平

）
と

15

【
校
異
】

(
一
)
け
ふ
〈
そ
〉
―

け
ふ
と
〈
岸
〉

と

壺
公
謫
天
〈
三
二
五
〉
（
菫
菜
）

16
後
漢
壺
公
謫
天

壺
公
は
其
姓
名
を
し
ら
ず
。
汝
南
の
費
長
房
は
市
の
掾
な
り
。
時
に
薬
を

う
る
人
あ
り
。
薬
を
う
る
に
直
を
限
事
な
し
。
一
の
つ
ぼ
を
屋
の
う
へ
に

以
下
本
文
ニ
タ
ガ
フ
事
多
シ
。

を
き
て
、
日
入
て
後
に
と
び
て
壺
の
中
に
い
る
。
人
こ
れ
を
み
る
事
な
し
。

長
房
の
み
ぞ
楼
の
上
に
ゐ
て
見
け
る
。
た
ゞ
も
の
に
あ
ら
ず
と
知
ぬ
。
壺
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を
身
に
し
〈
て
〉
が
ふ
る

(
一
)ゆ
へ
に
壺
公
と
云
也
。
長
房
、
壺
公
が
ゐ
た

た

る
あ
た
り
を
掃
ひ
き
よ
め
て
餠
を
す
ゝ
む
る
事
、
た
び
か
さ
な
り
に
け
り
。

壺
公
、
長
房
が
な
さ
け
を
思
ひ
し
り
ぬ
。
日
の
入
ほ
ど
に
長
房
を
よ
び
て
、

我
つ
ぼ
に
い
ら
む
を
見
て
、
わ
れ
と
共
に
を
ど
り
い
れ
と
を
し
ふ
。
長
房

と
も
に
壺
に
入
ぬ
。
内
に
楼
観
五
色
に
し
て
重
門
閣
道
あ
り
。
左
右
侍
者

本
文
无

お
ほ
し
。
壺
公
が
云
、
我
は
仙
人
也
。
天
曹
職
を
つ
か
さ
取
て
、
す
ぶ
る

所
お
ほ
し
。
つ
と
め
を
こ
た
る
事
あ
る
ゆ
へ
に
罪
を
え
て
謫
せ
ら
れ
て
、

暫
く
人
間
に
来
れ
る
也
と
云
て
、
仙
術
を
し
へ
ん
と

(
二
)契
れ
り
。

た
び
人
の
や
ど
か
る
野
べ
の
つ
ぼ
す
み
れ
お
も
は
ぬ
春
の
日
か
ず
を
ぞ

つ
む
（
片

・
平

）

16

15

【
校
異
】

(
一
)
し
〈
て
〉
か
ふ
る
―

し
た
か
ふ
る
〈
岸
〉

た

(
二
)
仙
術
を
し
へ
ん
と
―

仙
術
を
お
し
へ
ん
と
〈
岸
〉

済
叔
不
癡
〈
三
九
一
〉
（
躑
躅
）

17

晋
書
済
叔
不
痴

晋
代
太
原
人
也
。
身
の
長
七
尺
八
寸
。
龍
の
額
、
大
な
る
鼻
あ
り
。

王
湛
、
あ
ざ
な
は
処
冲
と
い
へ
り
。
賢
才
人
に
す
ぐ
れ
た
れ
ど
も
、
色
に

あ
ら
は
す
事
な
け
れ
ば
、
兄
弟
家
族
と
い
へ
ど
も
、
王
湛
を
痴
な
る
者
と

思
へ
り
。
父
昶
ひ
と
り
の
み
是
を
し
れ
り
け
り
。
父

(
一
)死
て
後
、
墓
の

世
亮
反
云
帳

本
文
无

辺
に
い
ほ
り
を
む
す
び
て
、
門
を
閉
て
閑
に
よ
を
す
ぐ
し
て
、
世
の
交
を

こ
の
ま
ず
し
て
、
昔
を
恋
つ
ゝ
涙
を
な
が
し
て
あ
か
し
く
ら
し
け
り
。
王

湛
が
兄
子
済

(二
)と
云
も
の
あ
り
。
王
湛
が
許
に
ゆ
き
て
見
け
れ
ば
、
床
の

サ
イ

モ
ト

ほ
と
り
に
周
易
あ
り
け
り
。
本
お
も
ひ
あ
な
づ
り
け
る
心
に
て
、
是
を
ば

何
に
ゝ
か
は
せ
ん
と
問
へ
ば
、
王
湛
あ
ざ
わ
ら
ひ
、
思
ふ
と
こ
ろ
あ
る
に

ゝ
た
り
。
遂
に
易
を
論
じ
て
、
済
つ
ま
り
け
り

(三
)。
武
帝
、
済
を
見
給
ふ

ご
と
に
嘲
て
、
汝
が

(
四
)家
の
痴
叔
は
し
に
き
や
、
い
ま
だ

○
や
と
問
ひ
給

し

へ
ば
、
済
こ
た
へ
申
か
た
な
し
。
後
に
な
を
と
ひ
給
時
、
臣
が
叔
こ
と
に

を
ろ
か
な
ら
ざ
り
け
り

○
申
由

(五
)。
か
さ
ね
て
誰
と
か
ひ
と
し
き
〈
き
〉
(六
)

と
と

問
給
け
り
。
済
申
て
云
、
山
濤
已
下
、
魏
舒

ヨ
リ
已
上
と
申
け
り
。
こ
れ
よ

り
名
を
あ
ら
は
せ
り
。

や
へ
こ
む
る
か
す
み
の
そ
ら
の
い
は
つ
ゝ
じ
い
は
ね
ば
こ
そ
あ
れ
ふ
か

き
心
を
(
(
平

)
)

16

ふ
み
か
よ
ふ
山
ぢ
と
だ
に
も
い
は
つ
ゝ
じ
い
は
ね
ば
こ
そ
あ
れ
ふ
か
き

匂
を

(七
)（
（
片

）
）

17

【
校
異
】

(
一
)
父
―

〈
文
〉
〈
岸
〉

父

(
二
)
兄
子
済
―

兄
子
済
〈
岸
〉

サ
イ

ヲ
イ

(
三
)
つ
ま
り
け
り
―

つ
ま
り
に
け
り
〈
岸
〉

(
四
)
汝
か
―

痴
か
〈
岸
〉

汝

(
五
)
申
由
―

申
〈
岸
〉

(
六
)
ひ
と
し
き
〈
き
〉
―

ひ
と
し
き
と
〈
岸
〉

と

(
七
)
匂
を
―

匂
を

イ
〈
岸
〉

霊
運
曲
笠
〈
三
〇
七
〉
（
藤
花
）

18

世
説
新
語
霊
運
曲
笠

謝
霊
運
、
こ
の
み
て
曲
柄
の
笠
を
も
ち
ゐ
け
り
。
孔
隠
士
そ
し
り
て
云
く
、

汝
が
心
に
す
な
ほ
な
ら
む
事
を
思
へ
り
。
曲
れ
る
物
を
す
て
ざ
る
事
、
汝

が
身
に
ゝ
ず
と
い
へ
り
。
霊
運
答
て
云
、
己
が
身
の
か
げ
を
を
ぢ
に
く
む

已
下
本
文
ナ
シ

人
あ
り
き
。
を
の
が
ゝ
げ
を
ゝ
づ
べ
き
物
に
あ
ら
ず
。
至
て
愚
な
る
人
と

い
ひ
つ
べ
し
。
曲
れ
る
笠
は
枯
木
の
ま
ど
ひ
ま
が
れ
る
な
り
。
心
の
ま
が
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れ
る
に
あ
ら
ず
。
も
し
枯
木
の
ま
が
れ
る
か
げ
を
嫌
ひ

(
一
)に
く
ま
ば
、
是

則
か
げ
を
畏
し
類
也

(
二
)。
我
は
身
の
影
を
ゝ
づ
る
心
な
れ
け
ば
、
曲
れ
る

柄
の
笠
を
す
て
ず
と
い
へ
り
。

影
を
ゝ
づ
る
人
と
云
る
は
、
昔
漁
父
の
孔
子

ニ
申
て
云
く
、
か
げ
を
み

て
わ
げ

(三
)走
人
あ
り
。
足
を
あ
げ
て
は
や
く
走
に
、影
も
随
て
は
や
く

(四
)

に

身
を
せ
め
て
弥
は
し
る
に
、
我
は
尚
を
そ
く
、
を
ふ
も
の
は
は
や
き
心

ち
し
て
、
力
を
つ
く
し
て
走
に
、
息
た
え
て
死
ぬ
。
い
た
り
て
を
ろ
か

な
る
た
め
し
を
い
へ
る
な
り
。

み
か
さ
山
ま
つ
の
よ
こ
み

(五
)を
い
ま
ぞ
し
る
い
ろ
こ
き
ふ
ぢ
の
し
た
の

本
ノ
マ
ヽ

こ
ゝ
ろ
を
（
（
平

）
）

17

【
校
異
】

(
一
)
嫌
ひ
―

嫌
〈
て
〉〈
岸
〉

ひ

(
二
)
類
―

類
〈
岸
〉

類

(
三
)
わ
け
―

に
け
〈
岸
〉

に

(
四
)
は
や
く
―

は
や
し
〈
岸
〉

(
五
)
よ
こ
み
―

よ
こ
え
〈
岸
〉

本
ノ
マ
ヽ

劉
寵
一
銭
〈
五
七
九
〉
（
款
冬
）

19

後
漢
劉
寵
一
銭

劉
寵
、
会
稽
の
守
に
う
つ
る
。
後
に
〈
古
〉
て

(一
)為

二
将
作
大
匠

ト一
お
も
む

に
召

き
け
り
。
若
耶
渓
の
中
に
、
五
六
の
老
翁
の
、
年
み
な
七
八
十
ば
か
り
な

ジ
ヤ
ヤ

る
、
あ
ひ
ひ
き
ゐ
て
劉
寵
を
送
け
り
。
各
銭
百
づ
ゝ
を
も
ち
た
り
。
劉
寵
、

こ
れ
を
と
〈
し
〉
ば

(二
)人
の
財
を
貪
る
に
ゝ
た
り
。
是
を
と
ら
ず
は
人
の

ら

志
を
う
し
な
ふ
に
な
り
ぬ
べ
し
と
思
へ
り
。
時
に
人
ご
と
に
ひ
と
つ
の
銭

を
ぞ
取
て
け
る
。
国
に
ゐ
る

(三
)程
の
人
費
を
惜
て
人
の
許
へ
ゆ
く
こ
と
も

な
か
り
け
れ
ば
、
夜
ほ
ゆ
る
犬
も
な
し
と
い
へ
り
。
後
に
召
て
為

二
将
作

大
匠

一
(四
)。

ひ
と
ふ
さ
を
家
づ
と
に
せ
し
や
ま
ぶ
き
は
ゐ
で
の
か
ざ
し
の
な
も
ぞ
お

る
と
や
（
（
平

）
）

18

家
づ
と
に
一
ふ
さ
お
り
し
山
吹
の
花
に
色
あ
る
ゐ
で
の
た
び
人
（
片

）19

【
校
異
】

(
一
)
〈
古
〉
て
―

召
て
〈
岸
〉

召

(
二
)
と
〈
し
〉
は
―

と
ら
は
〈
岸
〉

ら

(
三
)
ゐ
る
―

ゐ
た
る
〈
岸
〉

(
四
)
為

二
将
作
大
匠

一
―

為
将
作
大
〈
将
〉

イ〈
岸
〉

匠

薊
訓
歴
家
〈
三
二
六
〉
（
暮
春
）

20

神
仙
伝
薊
訓
歴
家

後
漢
の
人
也
。

カ
ウ
（
左
：
ケ
イ
）

薊
訓
は
斉
の
国
の
人
な
り
。
心
あ
る
人
、
薊
訓
が
道
に
賢
き
事
を
知
て
、

各
ゆ
か
し
く
思
て
、
争
か
あ
ひ
み
ん
と
云
に
、
次
の
日

(
一
)、
廿
三
家
に

イ
カ
デ

そ
カ

同
時
に
来
れ
り
。
家
ご
と
に
顔
の
色
も
衣
の
色
も
か
は
ら
ず
、
身
を
わ
け

ゝ
る
な
る
べ
し
。
後
に
馿
に

(
二
)乗
て
東
を
さ
し
て
か
へ
り
さ
る
に
、
貴
人

青
騾
ラ

各
馬
を
も
て
遂
ゆ
く
事
半
日
、
を
の
〳
〵
疲
て
帰
に
け
り
。
薊
訓
、
昔
隣

人
の
児
を
い
だ
き
て
、
と
り
は
づ
し
て
お
と
し
て
し
に
ゝ
け
り
。
母
さ
け

び
泣
て
う
づ
み
て
け
り
。
次
の
日

(
三
)、
薊
訓
ゆ
き
て
ほ
り
出
し
て
、
い

二
十
余
日
ト
ア
リ

き
た
る
本
の
児
を
い
だ
き
て
母
に
返
し
け
る
に
、
母
ま
こ
と
ゝ
も
思
は
ず

疑
を
な
す
と
い
へ
ど
も
、
児
お
や
を
し
れ
り
。
か
は
る
事
な
か
り
け
れ
ば
、

か
ぎ
り
な
く
よ
ろ
こ
び
け
り
。

こ
ち
風
の
か
へ
る
く
も
ぢ
を
し
た
ひ
き
て
な
ご
り
身
に
し
む
あ
ふ
さ
か

の
は
る
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や
ど
ご
と
に
お
な
じ
な
ご
り
を
忍
ぶ
か
な
春
の
別
の
夕
暮
の
空
（
（
片

）
）

20

【
校
異
】

(
一
)
次
の
日
―

次
の
日
〈
岸
〉

そ
カ

(
二
)
馿
に
―

馿
に
〈
岸
〉

青
騾
ラ

(
三
)
次
の
日
―

次
の
日
〈
岸
〉

二
十
余
日
ト
ア
リ

蒙
求
倭
歌
第
二

夏
十
五
首

辛
毘
引
裾

更
衣

孟
嘗
還
珠

卯
花

漆
室
憂
葵

葵

樊
噲
排
闥

水
鶏

漂
母
進
食

郭
公

時
苗

○
犢

菖
蒲

留

常
林
帯
経

早
苗

高
鳳
漂
麦

晩
立

陸
績
懐
橘

廬
橘

車
胤
聚
蛍

蛍
卞
和
泣
玉

蟬
田
単
縦
牛

蚊
遣
火

黄
香
扇
枕

扇
西
施
捧
心

夕
顔

魏
顆
結
草

夏
草

辛
毘
引
裾
〈
七
〇
〉
（
更
衣
）

21

魏
志
辛
毘
引
裾
【
割
注
】

辛
毘

(
一
)、
潁
川
の
人
也
。
お
ほ
や
け
、
冀
州
の
人
戸
を
河
南
に
遷
さ
ん
と

仰
ら
れ
け
る
を
、
□
も

(
二
)賤
も
う
れ
へ
な
げ
き
け
り
。
辛
毘
、
侍
中
と

（
高
）

し
て
人
の
愁
を
か
へ
り
み
て
諫
め
申
に
、
お
ほ
や
け
、
御
気
色
た
が
ひ
て

立
て
入
給
を
、
御
裾
を
ひ
か
へ
て
、
君
を
思
ひ
た
て
ま
つ
る
ゆ
へ
に
、

モ
ス
ソ

世
の
痛
み
を
申
也
。
是
を
も
ち
ゐ
給
は
ざ
ら
ん
事
は
我
身
の
た
め
に
あ
ら

ず
と
、
な
く
〳
〵
諫
申
け
る
に
、
哀
と
お
ぼ
し
て
此
事
を
と
ど
め
ら
れ
に

け
りた
が
た
め
も
う
ら
な
か
り
け
り
な
つ
ご
ろ
も
よ
を
は
ぐ
ゝ
み
し
な
さ
け

の
み
か
は
（
片
）21

【
割
注
】

私
云
、
魏

(
三
)辛
毘
、
字
ハ
佐
治
也
。

【
校
異
】

(
一
)
辛
毘
―

辛
毘
は
〈
岸
〉

(
二
)
□
も
―

高
も
〈
岸
〉

（
高
）

(
三
)
魏
―

魏
ノ
〈
岸
〉

孟
嘗
還
珠
〈
四
七
三
〉
（
卯
花
）

22

後
漢
孟
嘗
還
珠

後
漢
の
孟
嘗
、
字
は
伯
周
と
い
へ
り
。
合
浦
の
大
守
た
り
。
郡
に
は
田
な

ど
つ
く
る
事
も
な
し
。
珠
ば
か
り
を
財
と
し
て
世
を
わ
た
る
と
こ
ろ
な
り
。

さ
き
の
つ
か
さ
、
政
よ
こ
さ
ま
に
し
て
、
人
を
わ
づ
ら
は
し
、
珠
を
む
さ

ぼ
る
ゆ
へ
に
、
人
し
り
ぞ
き
、
珠
交
趾
に
う
つ
り
に
け
り
。
孟
嘗
、
心
清

潔
に
し
て
貪
と
こ
ろ
な
き
ゆ
へ
に
、
退
し

(
一
)来
れ
り
。
さ
り
に
し
珠

(
二
)か

へ
り
に
け
り
。
郡
と
み
さ
か
え
て
昔
の
ご
と
し
と
い
へ
り
。

あ
れ
は
て
し
か
き
ね
の
う
つ
ぎ

(
三
)花
さ
き
て
む
か
し
に
か
へ
る
玉
川
の

さ
と
（
（
片

）
）

22

【
校
異
】

(
一
)
退
し
―

退
し
人
〈
岸
〉

(
二
)
さ
り
に
し
珠
―

す
み
さ
り
に
し
珠
〈
岸
〉

(
三
)
う
つ
き
―

う
〈
え
〉
き
〈
岸
〉

つ
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漆
室
憂
葵
〈
二
六
四
〉
（
葵
）

23

古
列
女
伝
漆
室
憂
葵

魯
の
漆
室
の
女
は
、
時
を
す
ぐ
る
ま
で
お
と
こ
に
も
見
え
ざ
り
け
り
。
夕

の
空
の
心
細
き
に
、
柱
に
よ
り
か
ゝ
り
て
う
そ
ぶ
き
た
て
り
け
る
を
、
隣

婦
あ
や
し
と
思
て
、
何
事
に
う
そ
ぶ
き
か
な
し
む
ぞ
。
人
の
恋
し
き
か
と

問
に
、
我
魯
の
君
の
老
衰
て
太
子
の
い
と
〈
な
〉
な
き

(一
)事
を
愁
る
な
り

け

と
(二
)答
へ
け
り
。
隣
婦
が
云
、
そ
れ
は
大
夫
の
愁
な
り
。
汝
が
こ
と
に
を

よ
ば
ず
と
い
へ
り
。
女
の
云
、
し
か
は
あ
ら
ず
。
昔
よ
の
お
さ
ま
ら
ざ
り

し
時
、
晋
の
客
わ
が
家
に
や
ど
り
て
、
馬
を
苑
の
中
に
つ
な
ぎ
し
に
、
馬

我

は
な
れ
て
葵
を
ふ
み
か
ら
し
き
。
我
年
を
ふ
る
ま
で
葵
に
と
も
し
。
我
兄

隣
女
を
ゝ
ふ
。
道
に
し
て
水
に
を
ぼ
れ
て
死
き
。
我
身
を
を
く
る
ま
で
兄

な
し
。
み
な
こ
れ
よ
の
し
づ
か
な
ら
ざ
る
ゆ
へ
な
り
。
我
き
く
、
河
浸

二
九

潤
流
布
本

里
ヲ一
、
漸
如

(
三
)三
百
歩
。
今
魯
の
君
老
衰
給
て
、
太
子
は
ま
だ

(
四
)い
と
け

な
く
お
は
し
ま
す
。
国
乱
て
君
臣
父
子
そ
の
辱
を
か
う
ら
ん
に

(五
)、
婦
人

む

ひ
と
り
の
が
る
べ
き
に
あ
ら
ず
と
答
け
り
。

い
か
に
し
て
の
ど
け
き
み
よ
に
あ
ふ
ひ
草
そ
の
か
み
山
を
お
も
ひ
し
る

に
も
（
片

）23

あ
り
し
に
も
あ
ら
ぬ
お
も
と

(
六
)に
あ
ふ
ひ
草
昔
を
か
け
て
忍
け
ふ
哉

（
（
平

）
）

21

【
校
異
】

(
一
)
い
と
〈
な
〉
な
き
―

い
と
け
な
き
〈
岸
〉

け

(
二
)
愁
る
な
り
と
―

蒻
る
な
り
と
〈
岸
〉

愁

(
三
)
如
―

珈
〈
岸
〉

(
四
)
太
子
は
ま
だ
―

太
子
い
ま
だ
〈
岸
〉

(
五
)
か
う
ら
ん
に
―

か
ふ
ゝ
ら
ん
に
〈
岸
〉

む

(
六
)
お
も
と
―

た
も
と
〈
岸
〉

樊
噲
排
闥
〈
六
九
〉
（
水
鶏
）

24

前
漢
樊
噲
排
闥

樊
噲
は
沛
国
の
人
也
。
漢
の
高
帝

(一
)の
忠
臣
た
り
き
。
高
帝
位
に
つ
き
て

天
下
を
取
て
後
、
病
あ
り
と
て
、
人
の
お
ほ
く
参
事
を
に
く
み
て
、
一
人

の
つ
か
さ
人
を
身
に
そ
へ
給
て
、
勅
を
下
て
門
戸
を
ま
ぼ
ら
せ
て
群
臣
を

い
れ
ら
れ
ず
。
樊
噲
よ
の
た
め
是
を
歎
て
、
推
て
門
戸
を
開
て
近
く
進
み

ヲ
シ

参
て
、
涙
を
な
が
し
て
諌
申
て
云
、
君
の
世
を
と
り
給
し
始
よ
り
、
し
た

が
ひ
つ
か
へ
て
忠
あ
り
き
。
天
下
す
で
に
定
ま
り
ぬ
。
君
そ
の
御
病
を

(二
)

大
臣
を
ぢ
お
そ
れ
申
。
群
臣
に
ま
み
え
給
て

(三
)共
に
謀
を
め
ぐ
ら
し
給
べ

き
処
に
、
一
人
を
の
み
ち
か
づ
け
て
、
群
臣
に
う
と
ま
れ
給
は
む
事
の
心

う
く
悲
也
。
昔
趙
高
が
ゆ
く
ゑ
を
ば
し
り
給
は
ず
や
と
奏
す
る
に
、
お
ほ

や
け
わ
ら
ひ
て
お
き
ゐ
て
、
是
に
し
た
が
ひ
給
に
け
り
。

か
き
く
ら
す
心
の
や
み
も
あ
け
に
け
り
ま
き
の
い
た
戸
を
た
ゝ
く
く
ひ

な
(四
)に
（
（
平

）
）

22

【
校
異
】

(
一
)
高
帝
―

高
祖
〈
岸
〉

帝

(
二
)
君
そ
の
御
病
―

君
の

○
病
〈
岸
〉

御

(
三
)
ま
み
え
給
て
―

み
え
給
て
〈
岸
〉

(
四
)
た
ゝ
く
く
ひ
な
―

た
ゝ
く
ひ
な
〈
岸
〉

漂
母
進
食
〈
三
二
三
〉
（
郭
公
）

25

前
漢
漂
母
進
食
シ



- 81 -

韓
信
は
淮
陰
の
人
也
。
わ
か
き
時
、
家
ま
づ
し
か
り
け
り
。
下
邳
と
云

流
布
本
ト
違
ア
リ
。

府
悲
反

所
に
行
□
□

(一
)家
を
つ
く
り
け
る
に
、
漂
母
来
て
韓
信
を
う
や
ま
ひ
あ
は

（
き
て
）

れ
び
て
、
を
の
れ
が
家
に
入
て
や
そ
め

(二
)な
ぐ
さ
め
、
食
を
す
ゝ
む
る
事
、

す

日
数
か
さ
な
り
に
け
り
。
韓
信
、
是
が
な
さ
け
を
思
知
て
、
報
せ
ん
と
云

に
、
漂
母
が
云
、
我
王
孫
を
哀
む
ゆ
へ
に
、
君
が
事
の
を
ろ
そ
か
な
ら
ざ

る
な
り
。
報
ゐ
ん
事
を
ば
の
ぞ
ま
ず
と
答
け
り
。
後
に
韓
信
、
楚
王
と
し

て
下
邳
に
都
と
し
て
、
漂
母
を
召
て
百
金
を
給
ひ
け
り
。

あ
は
れ
こ
そ

(三
)お
も
ひ
し
り
け
〈
り
〉

(四
)ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
た
ら
ひ
な
き

る

し
い
に
し
へ
の
こ
ゑ
（
（
片

）
・
（
平

）
）

24

23

【
校
異
】

(
一
)
行
□
□
―

行
て
〈
岸
〉

（
き
て
）

(
二
)
や
そ
め
―

や
す
め
〈
岸
〉

す

(
三
)
あ
は
れ
こ
そ
―

あ
は
れ
と
そ
〈
岸
〉

(
四
)
お
も
ひ
し
り
け
〈
り
〉
―

お
も
ひ
し
り
け
る
〈
岸
〉

る

時
苗
留
犢
〈
六
七
〉
（
菖
蒲
）

26

魏
略
時
苗
留
犢

魏
の
時
苗
は
清
廉
の
き
こ
え
あ
も
し

○
(
一
)な
り
。
寿
春
の
令
と
し
て
任
に

り
人

赴
く
。
は
じ
め
、
輿
車
黄
牸
牛
、
く
に
ゝ
し
て
一
の
犢
を
う
み
て
け
り
。

【
傍

記
】

時
苗
、
年
限
き
わ
ま
り
て
任
を
さ
る
時
、
犢
を
と
ゞ
め
て
云
、
此
土
の
生

せ
る
所
也
。
か
る
が
ゆ
へ
に
と
ゞ
む
と
い
へ
り
。

こ
の
さ
と
に
ね
ざ
す
沢
べ
の
あ
や
め
草
み
や
こ
に
い
か
ゞ
ひ
き
う
つ
す

べ
き
（
（
片

）
・
（
平

）
）

25

24

【
傍
記
】

乗
二
薄
軬
車

一
。

流
布
本

【
校
異
】

(
一
)
あ
も
し

○
―

あ
り
し
人
〈
岸
〉

り
人

常
林
帯
経
〈
四
五
七
〉
（
早
苗
）

27

魏
畧
常
林
帯
経

常
林
わ
か
く
し
て
書
生
た
り
き
。
漢
の
す
ゑ
に
世
お
ほ
き
に
乱
て
人
や
す

き
事
な
か
り
け
り
。
時
に
常
林
田
野
に
籠
て
書
を
身
に
そ
へ
て
田
を
作
け

り
。
其
妻
か
れ
い
ひ
を
も
て
行
て
、
敬
ふ
事
主
の
ご
と
く
し
け
り
。
後
に

位
大
常
の
博
士
に
い
た
り
に
け
り
。
年
八
十
三
に
て
う
せ
に
け
り
。

し
づ
み
て
も
ふ
み
ゝ
る
道
を
う
れ
し
と
や
山
田
の
さ
な
へ
お
も
ひ
と
り

け
る
（
（
片

）
）

26

【
校
異
】

ナ
シ

高
鳳
漂
麦
〈
四
五
八
〉
（
晩
立
）

28

後
漢
高
鳳
漂
麦

後
漢
の
高
鳳
勤
学
の
人
な
り
。其
妻
と
か
く
し
て
貧
き
世
を
わ
た
り
け
り
。

麦
を
庭
に
さ
ら
し
て
雀
鶏
を
追
へ
と
て
竿
を
高
鳳
に
あ
た
へ
て
妻
は
市
へ

出
に
け
り
。
時
に
雨
俄
に
降
て
む
ぎ
な
が
れ
に
け
り
。
妻
い
ち
よ
り
か
へ

り
て
大
に
う
ら
み
け
れ
ば
、
我
あ
や
ま
て
り
、
書
を
読
つ
る
程
に
雨
の
ふ

る
事
も
麦
の
な
が
れ
つ
ら
む
事
も
わ
す
れ
に
け
り
と
云
て
わ
び
な
げ
き
け

り
。
お
ほ
や
け
き
ゝ
給
て
文
道
に
こ
ゝ
ろ
ざ
せ
る
事
を
ほ
め
給
て
車
を
や

り
て
召
ど
も
い
つ
は
り
の
が
れ
て
ま
い
ら
ず
。
妻
と
田
を
作
て
籠
ゐ
に
け
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り
。ゆ
ふ
だ
ち
の
庭
の
ち
ぎ
り
も
わ
す
れ
水
ふ
か
き
な
が
れ
を
く
む
と
せ
し

ま
に
（
片

）27
【
校
異
】

ナ
シ

陸
続
懐
橘
〈
一
四
〇
〉
（
廬
橘
）

29

呉
志
陸
績

(一
)懐
橘

陸
績

(二
)、
六
歳
に
し
て
袁
術
が
許
に
行
け
り
。
橘
を
取
出
た
り
け
る
を
、

陸
続
、
ふ
と
こ
ろ
に
入
て
お
が
み
け
り
。
袁
術
と
ひ
け
れ
ば
、
母
に
あ
た

え
む
た
め
な
り
と
ぞ
答
け
る
。

た
ち
花
の
ま
だ
う
ら
わ
か
き
梢
に
も
身
に
し
む
風
の
色
は
あ
り
け
り

（
片

）28

【
校
異
】

(
一
)
(
二
)
陸
績
―

陸
続
〈
岸
〉

車
胤
聚
蛍
〈
一
九
四
〉
（
螢
）

30

車
胤
聚
蛍

【
割
注
】

車
胤
、
わ
か
ゝ
り
し
時
、
書
を
好
て
読
に
、
家
貧
く
し
て
油
な
か
り
け
れ

ば
、
蛍
を
集
て
、
絹
の
袋
に
入
て
、
燭
と
せ
り
。
後
に
司
徒
に
い
た
り
に

け
り
。

ひ
と
ま

○
を
あ
け
も
は
て
ぬ
か

(
一
)あ
け
に
け
り
ほ
た
る
を
と
も
す
夏
の

き
に

夜
の
そ
ら
（
（
片

）
）

29

【
割
注
】

晋
代
大
臣
也
。
河
東
人
也
。
位
至

二
大
司
空

一
。
同
人
、
晋
書
五
十
三
三
巻

(二
)。

【
校
異
】

(
一
)
は
て
ぬ
か
―

は
て
ぬ
に
〈
岸
〉

に

(
二
)
五
十
三
三
巻
―

五
十
三
巻
〈
岸
〉

卞
和
泣
玉
〈
九
四
〉
（
蟬
）

31

卞
和
泣
玉

此
事
、
異
説
甚
多
。

楚
人
卞
和
、
楚
山
の
中
に
て
一
の
玉
璞
を
え
て
厲
王
に

(
一
)た
て
ま
つ
る
。

文
カ
流
布
本

玉
作
に
み
せ
ら
る
ゝ
に
、
石
な
り
と
申
。
王
い
か
り
て
卞
和
が
左
の
足

(
二
)

右
カ
流
布
本

を
き
ら
れ
ぬ
。
後
に
武
王
、
位
に
つ
き
給
ぬ
。
卞
和
、
又
此
玉
を
奉
る
。

玉
作
に
み
せ
ら
る
ゝ
に
、是
は
さ
き
に
も
捨
ら
れ
た
り
し
石
な
り
と
申
す
。

王
い
か
り
て
、
左
の
足

(
三
)を
き
ら
れ
ぬ
。
後
に
成
王
、
位
に
つ
き
給
ぬ
。

右
文
流
布
本

卞
和
あ
ら
た
ま
を
懐
て
、
楚
山
の
ふ
も
と
に
三
日
三
夜
血
の
涙
を
な
が
し

て
泣
ゐ
た
り
。
王
、
此
事
を
ゆ
へ
あ
る
ら
む
と
さ
と
り
て
玉
を
召
て
、
玉

作
に
仰
て
み
が
ゝ
せ
ら
る
に

(
四
)、
光
上
古
に
す
ぐ
れ
て
和
氏
璧

(
五
)と
ぞ
聞

え
け
る
。
琴
操
云
、
卞
和
が
玉
、
始
は
懐
王
に
奉
つ
る
。
次
に
平
王
に
奉

非
本
文

つ
る
。
次
に
平
王
の
子
、
位
に
つ
き
て
、
玉
を
み
が
き
あ
ら
は
さ
れ
て
、

卞
和
を
陵
陽
侯

(
六
)と
な
さ
る
れ
ど
も
、
辞
し
て
さ
り
ぬ
と
い
へ
り
。

日
に
み
が
く
み
ね
の
こ
ず
ゑ
に
な
く
せ
み
の
こ
ゑ
こ
そ
玉
の
ひ
か
り
な

り
け
れ
（
（
片

）
・
平
）

30

27

【
校
異
】

(
一
)
厲
王
に
―

文
王
に
〈
岸
〉

文
カ
流
布
本

(
二
)
左
の
足
―

右
の
足
〈
岸
〉

右
カ
流
布
本
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(
三
)
左
の
足
―

左
の
足
〈
岸
〉

右

(
四
)
み
か
ゝ
せ
ら
る
に
―

み
か
ゝ
せ
ら
る
ゝ
に
〈
岸
〉

(
五
)
和
氏
璧
―

和
氏
壁
〈
岸
〉

(
六
)
陵
陽
侯
―

陵
陽
隻
〈
岸
〉

田
単
火
牛
〈
一
六
三
〉
（
蚊
遣
火
）

32田
単
縦
牛

史
記

田
単
城
を
守
て
燕
の
軍
を
ふ
せ
ぐ
に
、
牛
千
頭
を
取
て
、
赤
き
〈
か
ゞ
り
〉
(
一
)

絳
繒

衣

に
五
色
の

(
二
)絵
か
き
て
き
せ
て
、
角
に
油
を
そ
ゝ
げ
り
。
其
上
に
兵
刃

(
三
)

つ
け
た
り
。
尾
に
葦
を
つ
か
ね
て
、
其
さ
き
に
火
を
つ
け
て
夜
牛
を
放
て
、

壮
士
五
千
人
を
し
り
に
立
て
お
は
し
む
る
に
、
千
頭
の
牛
、
火
の
あ
つ
く

な
る
に
し
た
が
ひ
て
、
吽
い
か
り
て
燕
の
軍
の
中
に
走
り
乱
れ
入
て

(
四
)、

に

兵
し
か
し
な
が
ら
騒
ぎ
に
ど
ふ

(
五
)龍
か
と
の
み
ぞ
み
え
け
る
。
牛
の
あ
た

ま

る
と
こ
ろ
死
傷
せ
ず
と
云
事
な
し
。
田
単
に
賞
を
行
は
れ
て
平
侯
君
と
す

（
左
：
安
平
君
印
本
）

(
六
)。な
に
は
が
た
あ
し
お
り
く
ぶ
る
か
や
り
び
の
煙
を
う
し
と
お
も
ひ
け
る

か
な
（
片

・
平

）

31

28

【
校
異
】

(
一
)
〈
か
ゝ
り
〉
―

か
ゝ
り
〈
岸
〉

絳
繒

衣

(
二
)
五
色
の
―

五
色
に
〈
岸
〉

(
三
)
刃
―

刃
を
〈
岸
〉

(
四
)
乱
れ
入
て
―

乱
れ
入
に
〈
岸
〉

に

(
五
)
騒
き
に
と
ふ
―

騒
き
ま
と
ふ
〈
岸
〉

ま

(
六
)
平
侯
君
と
す
―

平
隻
君
と
す
〈
岸
〉

黄
香
扇
枕
〈
四
四
二
〉
（
扇
）

33黄
香
扇
枕

後
漢

黄
香
は
孝
子
也
。
夏
の
日
の
あ
つ
き
に
は
〈
母
〉
の

(
一
)枕
を
あ
ふ
ぎ
、
冬

父
本
文

の
嵐
の
さ
ゆ
る
に
は
母
の
床
を
あ
た
ゝ
め
け
る
な
り
。
九
歳
に
て
母
に
を

父
本
文

く
れ
て
悲
び
う
れ
へ
け
れ
ば
、
里
の
人
き
た
り
つ
ど
ひ
て
助
け
あ
は
れ
び

け
り
。

あ
ふ
ぐ
べ
き
人
な
き
身
こ
そ
か
な
し
け
れ
お
な
じ
ま
く
ら
に
夏
は
き
に

本
文
ト
タ
ガ
ヘ
リ

け
り
（
（
片

）
）

32

し
で
の
山
こ
を
思
ふ
や
み
の
枕
に
も

(
二
)扇
の
風
を
思
ひ
は
つ
ら
ん
（
（
平

）
）

29

【
校
異
】

(
一
)
〈
母
〉
の
―

母
の
〈
岸
〉

父
本
文

(
二
)
枕
に
も
―

枕
〈
を
〉
も
〈
岸
〉

に

西
施
捧
心
〈
一
五
一
〉
（
夕
顔
）

34西
施
捧
心

荘
子

西
施
は
み
め
か
た
ち
た
ぐ
ひ
な
か
り
し
女
也
。
病
に
臥
て
む
ね
を
ゝ
さ
へ

心
ム
ネ

捧
ヲ
サ
ヘ

て
目
を
ひ
そ
め
け
れ
ば
、
い
よ
〳
〵
こ
ゝ
ろ
ぐ
る
し
く
い
た
は
し
き
さ
ま

な
り
け
り
。
其
里
の
み
に
く
き
女
ど
も
、
是
を
う
ら
や
み
て
、
そ
ら
む
ね

を
や
み
て
目
を
ひ
そ
め
け
り
。
西
施
が
顔
色
こ
そ
い
か
な
る
に
つ
け
て
も

い
み
じ
く
あ
て
な
り
け
り

(
一
)。
み
に
く
き
人
、
目
を
ひ
そ
め
け
る
病
す
が

た
、
い
と
お
そ
ろ
し
く
ぞ
見
え
け
る
。

ゆ
ふ
が
ほ
の
た
そ
か
れ
ど
き
の
そ
ら
め
に
も
た
ぐ
ひ
に
す
べ
き
花
の
な

き
か
な
（
片

・
（
平

）
）

33

30
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【
校
異
】

(
一
)
あ
て
な
り
け
り
―

あ
て
な
り
け
れ
〈
岸
〉

魏
顆
結
草
〈
一
五
四
〉
（
夏
草
）

35

左
伝
魏
顆
結
草

魏
顆
は
武
子
が
子
也
。
武
子
に
寵
妾
あ
り
け
り
。
武
子
、
病
つ
き
け
る
始

に
魏
顆
を
よ
び
て
、
吾
死
な
む
後
は
、
此
妾
を
汝
が
妻
に
し
て
い
と
を
し

【
傍

記
】

【
頭

注
】

く
せ
よ
と
云
け
り
。
其
後
病
を
も
く
成
て
も
と
の
心
も
わ
す
れ
て
、
我
し

な
ば
、
妾
を
も
殺
て
同
ひ
つ
ぎ
に
入
よ
と
云
て
、
武
子
死
に
け
り
。
魏
顆

お
も
は
く
、
狂
乱
の
時
の
こ
と
を
も
ち
ゐ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
正
念
の
詞

に
随
は
む
と
思
へ
り
。
さ
て
妻
に
し
て
け
り
。
後
に
秦
の
国
の
晋
の
国
と

み
だ
れ
戦
に
、
魏
顆
、
晋
の
将
と
し
て
秦
の
軍
に
む
か
ひ
あ
ふ
に
、
旅
宿

の
夢
の
中
に
一
人
の
翁
、
草
を
結
て
秦
軍
を
ふ
せ
ぎ
て
去
ぬ
。
朝
に
秦
の

軍
、
大
に
破
に
け
り
。
其
夜
の
夢
に
此
翁
又
来
て
、
我
は
汝
が
妻
の
父
な

り
。
汝
、
道
を
知
り
さ
と
り
あ
る
ゆ
へ
に
我
む
す
め
を
こ
ろ
さ
ず
あ
り
し

う
れ
し
さ
に
、
来
て
む
く
ひ
つ
る
な
り
と
云
つ
ゝ
去
ぬ
。
さ
め
て
後
、
此

事
を
思
ひ
あ
は
せ
け
り
。

夏
く
さ
の
な
び
く
す
ゑ
葉
を
み
つ
る
か
な
し
げ
み
を
む
す
ぶ
夢
の
枕
に

（
片
）34

【
傍
記
】

必
嫁

セ
シ
メ
ヨ

レ
是

ヲ
本
文

【
頭
注
】

以
他
嫁
為
自
嫁
誤
矣
。

【
校
異
】

ナ
シ

蒙
求
倭
歌
第
三

秋
部
廿
首

張
翰
適
意

立
秋

郝
隆
曬
書

七
夕

季
倫
錦
障

萩

袁
翰
却
座

女
郎
花

廉
頗
負
荊

荻
楊
脩
捷

(一
)対

薄

息
躬
歴
詆

刈
萱

廉
范
五
袴

蘭
蘇
武
持
節

雁

鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間

鹿
楊
宝
黄
雀

露
五
鹿
嶽
々
イ

公
超
霧
市

霧
顔
駟
蹇
剥

槿
鄭
荘

(二
)置
駅

駒
迎

蒋

真
長
望
月

月
伯
瑜
泣
杖

擣
衣

軻
親
断
機

虫

桓
景
登
高

菊
離
朱
明
目

紅
葉

秦
彭
攀
轅

暮
秋

【
校
異
】

(
一
)
捷
対
―

捿
対
〈
岸
〉

捷

(
二
)
鄭
荘
―

鄭
荘
〈
岸
〉

蒋

張
翰
適
意
〈
四
八
七
〉
（
立
秋
）

36

晋
書
張
翰
適
意

張
翰
、
斉
王
に
め
さ
れ
て
東
曹
掾
た
り
き
。
斉
に
あ
る
時
、
秋
風
の
颯
然

と
し
て
初
て
い
た
れ
る
に
、
江
南
の
菰
菜
の
あ
つ
も
の
、
鱸
魚
の
な
ま
す

を
思
出
て
、
俄
に
か
へ
ら
む
と
す
。
人
、
留
れ
ど
も
き
か
ず
。
人
の
た
の

し
ぶ
事
、
心
に
適

(
一
)を
よ
し
と
す
。
公
、
事
に
羈
れ
て
数
千
里
に

(
二
)わ

カ
ナ
フ

ホ
ダ
サ

し
り
て
、
官
位
を
求
て
な
に
か
せ
ん
と
云
て
江
南
に
か
へ
り
ぬ
。
其
後
ほ

ど
な
く
斉
王
ほ
ろ
び
給
に
け
れ
ば
、
時
の
人
、
張
翰
は
世
ひ
さ
し
か
る
ま

じ
き
事
を
兼
て
さ
と
り
て
去
に
け
る
な
り
と
ぞ
云
け
る
。
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ふ
る
さ
と
の
な
に
は
の
浪
に
お
も
ひ
た
つ
お
り
し
も
袖
に
秋
の
は
つ
か

ぜ
（
（
片

）
）

35
【
校
異
】

(
一
)
適
―

叶
〈
岸
〉

カ
ナ
フ

(
二
)
に
―

を
〈
岸
〉

郝
隆
曬
書
〈
七
二
〉
（
七
夕
）

37

世
説
郝
隆
曬
書

【
割
注
】

郝
隆
、
文
道
に
賢
に
し
て
、
広
く
学
び
深
く
さ
と
り
し
人
也
。
七
月
七
日

非
世
説
語

た
な
ば
た
祭
に
、
余
人
書
を
曬
し
け
り
。
文
章
を
え
ん
が
た
め
な
り
。
時

サ
ラ

に
郝
隆
、
庭
に
仰
ふ
し
て
、
腹
を
さ
ら
し
け
り
。
人
、
其
ゆ
へ
を
問
け

ア
フ
ギ

れ
ば
、
我
腹
の
中
な
る
書
を
た
な
ば
た
に
借
な
り
と
ぞ
言
け
る

(一
)。

七
夕
に
身
を
ぞ
か
す
べ
き
こ
ゝ
ろ
よ
り
ほ
か
に
は
ふ
み
の
あ
ら
ば
こ
そ

あ
ら
め
（
片

・
平

）

36

33

【
割
注
】

私
云
、
郝
隆
、
字
ハ
仕
治

(二
)也
。

(三
)

【
校
異
】

(
一
)
言
け
る
―

答
け
る
〈
岸
〉

(
二
)
仕
治
―

泣
治
〈
岸
〉

(
三
)
〈
注
記
末
尾
に
〉
佐
理

イ
〈
岸
〉

季
倫
錦
障
〈
三
四
七
〉
（
萩
）

38

晋
書
季
倫
錦
障

晋
代
人
。

季
倫
は
石
崇
が
字
也
。
家
と
み
財
豊
な
り
け
る

(一
)。
時
に
、
王
愷
と
云
人
、

紫
(
二
)の
歩
障

(
三
)を
つ
く
る
事
、
四
十
里
に
つ
ゞ
き
け
り
。
み
る
人
、
目

紫
糸
布

を
お
ど
ろ
か
し
け
り
。
季
倫
、
錦
の
歩
障
を
つ
く
る
事
、
五
十
里
に
を
よ

べ
り
。
か
れ
に
敵
し
け
り
。

む
さ
し
の
は
萩
の
に
し
き
を
お
ら
ぬ
ま
ぞ
わ
か
む
ら
さ
き
に
し
か
じ
と

は
見
し
（
片

・
（
平

）
）

37

34

【
校
異
】

(
一
)
な
り
け
る
―

な
り
け
り
〈
岸
〉

(
二
)
紫
―

〈
柴
〉
〈
岸
〉

紫
糸
布

紫

(
三
)
歩
障
―

歩
〈
陣
〉
〈
岸
〉

障

袁
盎
却
座
〈
八
三
〉
（
女
郎
花
）

39

前
漢
袁
盎
却
座

【
割
注
】

漢
の
文
帝
、
上
林
の
み
ゆ
き
に
、
慎
夫
人
と
い
へ
る
女
御
、
か
た
は
ら
に

シ
ン

あ
り
。
袁
盎
、
た
ち
よ
り
て
夫
人
の
座
を
し
り
ぞ
け
ゝ
り
。
お
ほ
や
け
、

御
け
し
き
か
は
り
、
夫
人
、
い
か
れ
る
い
ろ
あ
り
。
袁
盎
が
い
は
く
、
お

ほ
や
け
は
后
あ
り
、
妾
あ
り
。
夫
人
は
妾
な
り
。
妾
は
お
ほ
や
け
と
床
を

一
に
す
る
事
な
し
。
む
か
し
の
人
彘
が
た
め
し
を
思
知
れ
と
云
け
り
。
夫

人
、
此
事
を
悟
て
、
か
へ
り
て
悦
け
り
。
お
ほ
や
け
、
袁
盎
が
賢
き
心
を

夫
人
本

ほ
め
て
、
金
五
十
斤
を
賜
は
せ
け
り
。
人
彘
が
た
め
し
と
い
へ
る
は
、
漢

以
下
非
本
文

高
祖
の
后
呂
太
后
の
、
太
子
孝
恵
を
う
め
り
。
又
、
戚
夫
人
が
腹
に
趙
王

如
意
を
う
め
り
。
戚
夫
人
、
御
志
の
ふ
か
ゝ
り
け
る
が
故
に
、
東
宮
の
孝

恵
を
す
て
ゝ
趙
王
を
位
に
つ
け
ん
と
き
こ
え
け
る
を
、
呂
太
后
も
な
げ
き

世
の
人
も
か
た
ぶ
き
に
け
り
。
張
良
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
て
、
商
山

の
四
皓
を
語
に
、
四
皓
、
山
よ
り
出
て
東
宮
ヘ
参
に
け
り
。
高
祖
こ
れ
を
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見
給
て
、
四
賢
ひ
と
つ
心
に
来
、
た
す
け
た
て
ま
つ
る
事
を
心
に
く
き
こ

と
に
お
ぼ
し
て
、
趙
王
を
位
に
つ
け
給
べ
き
こ
と
を
思
ひ
と
ゞ
め
給
ぬ
。

高
祖
か
く
れ
給
て
後
、
孝
恵
、
位
に
つ
き
給
ぬ
。
呂
大
后
、
趙
王
を
う
し

な
ひ
、
夫
人
を
失
は
む
と
す
る
を
、
孝
恵
帝
、
な
さ
け
ふ
か
き
心
に
て
此

事
を
さ
と
り
て
、
趙
王
を
身
に
そ
へ
、
夫
人
を
は
ぐ
ゝ
み
給
へ
ど
も
、
帝
、

弓
い
給
ふ
お
り
、
趙
王
の
ひ
と
り
ゐ
給
へ
る
を
伺
て
、
鴆
酒
を
の
ま
せ
て

チ
ン
シ
ユ

殺
し
て
け
り
。
夫
人
を
ば
足
手
を
き
り
身

(
一
)を
ふ
す
べ
、
薬
を
ぬ
り
て
鬼

の
様
に
作
り
な
し
て
、
廁
の
下
に
置
て
人
彘
と
名
づ
け
け
り
。
恵
帝
、
悲

び
愁
へ
給
け
り
。
鴆
酒
と
云
は
、
毒
酒
な
り
。
鴆
と
云
鳥
あ
り
。
虵
を
の

み
く
ら
ふ
な
り
。
其
鳥
の
毛
を
入
た
る
酒
な
り
。
又
、
鴆
の
羽
を
酒
に
入

て
、
の
ま
せ
て
こ
ろ
せ
り
と
も
い
へ
り
。
恵
帝
、
此
後
、
世
の
政
を
お
こ

な
は
ず
、
病
に
沈
み
給
に
け
り
。
人
彘
が
霊
、
呂
后
を
取
殺
て
け
り
。
父

呂
公
、
昔
、
呂
后
を
見
て
云
、
幸
貴
の
身
な
れ
ど
も
、
千
夫
の
相
あ
り
と

云
り
け
り
。
高
祖
一
人
の
外
に
み
え
た
る
人
な
く
し
て
死
し
ぬ
。
墓
に
お

さ
め
て
、
帳
床
屏
風
の
か
ざ
り
、
い
け
り
し
時
の
ご
と
し
。
翌
日
、
狩
猟

の
人
千
余
人
、
た
か
を
す
へ
犬
を
ひ
き
て
、
雨
に
あ
ひ
て
日
く
れ
ぬ
。
つ

か
を
破
て
を
の
〳
〵
あ
つ
ま
り
や
ど
れ
り
。
内
に
美
人
あ
り
。
も
の
い
ふ

事
な
し
。
其
身
を
捜
る
に
膚
あ
た
ゝ
か
に
し
て
、
な
つ
か
し
き
に
ほ
ひ

サ
グ

ハ
ダ
ヘ

あ
り
け
れ
ば
、
ひ
と
り
ふ
た
り
ち
か
づ
き
あ
ひ
に
け
る
程
に
、
見
う
ら
や

み
つ
ゝ
我
も
〳
〵
と
あ
ら
そ
ふ
ほ
ど
に
、九
百
九
十
九
人
に
あ
た
る
た
び
、

其
身
と
け
失
に
け
り
。
狩
人
、
た
れ
と
云
事
を
し
ら
ず
。
後
に
こ
そ

(
二
)呂

后
と
は
し
り
に
け
る
。
高
祖
を
加
て
千
夫
の
相
む
な
し
か
ら
ず
ぞ
あ
り
け

る
。を
み
な
へ
し
玉
の
い
が
き
は
こ
ゝ
ろ
せ
よ
さ
て
ぞ
む
か
し
も
宿

(
三
)に
し

ほ
れ
し
（
（
片

）
）

38

【
割
注
】

私
云
、
袁
盎
、
字
は
子
〈
孫
〉

(
四
)也
。

糸

【
校
異
】

(
一
)
身
―

耳
〈
岸
〉

(
二
)
後
に
こ
そ
―

後
に
そ
〈
岸
〉

(
三
)
宿
―

露
〈
岸
〉

(
四
)
子
〈
孫
〉
―

子
孫
〈
岸
〉

糸

廉
頗
負
荊
〈
五
二
一
〉
（
荻
）

40

史
記
廉
頗
負
荊

趙
の
将
軍
廉
頗
、
藺
相
如
〈
可
〉
(
一
)賤
位
に
て
か
み
に
あ
る
事
を
憤
け
り
。

が

相
如
こ
の
事
を
聞
て
、
廉
頗
が
出
る
時
は
病
と
い
ひ
な
し
て
い
で
ざ
り
け

り
。
後
に
道
に
出
て
行
あ
ひ
に
け
り
。
藺
相
如
、
車
を
退
け
て
か
く
れ
去

ぬ
。
舎
人
が
云
、
廉
頗
悪
言
を
い
だ
せ
り
。
庸
人
猶
は
づ
べ
し
。
況
や
将

軍
と
し
て
、
を
そ
る
事
ふ
か
ゝ
る
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
を
や
と
告
し
ら
せ
け

り
。
相
如
が
云
、
我
秦
王
の
威
あ
り
し
を
だ
に
も
往
て
な
を
し
づ
め
き
。

廉
頗
を
お
そ
れ
を
づ
る
に
あ
ら
ず
。
秦
の
我
国
趙
を
せ
め
ぬ
事
は
、
我
と

廉
頗
と
ふ
た
り
の
将
軍
あ
る
を
怖
る
故
な
り
。
た
と
へ
ば
二
虎
戦
ひ
あ
ら

そ
は
ゞ

(
二
)、
そ
の
勢
と
も
に
い
く
べ
か
ら
ず
。
我
国
の
た
め
に
身
を
す
て

ん
事
を
先
に
し
て
、
私
の
敵
を
む
く
ゐ
ん
事
を
後
に
す
と
答
け
り
。
廉
頗
、

此
事
を
も
れ
聞
て
、
恥
か
な
し
み
て
荊
を
負
て
相
如
が
門
に
い
た
り
て

ス
ハ
ヘ

つ
み
を
謝
し
け
り
。
以
て
、
少
人
宜
く
浅
軽
に
し
て
敢
て
侮

二
君
子

ヲ一

以
下
本
文
ナ
シ

ア
ナ
ド
ラ
ン

焉
。と
も
す
れ
ば
そ
よ
ぐ
し
ぐ
れ
の
を
と
か
へ
て
の
き
に
お
れ
ふ
す
萩

(
三
)の

荻

下
か
ぜ
（
（
片
・
平

）
）

39

36
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【
校
異
】

(
一
)
〈
可
〉
―

か
〈
岸
〉

か

(
二
)
あ
ら
そ
は
ゝ
―

あ
は
ゝ
〈
岸
〉

(
三
)
萩
―

荻
〈
岸
〉

荻

楊
脩
捷
対
〈
二
一
九
〉
（
薄
）

41

後
漢
楊
脩
捷
対

楊
脩
、
魏
王
曹
操
が
主
簿
た
り
き
。
江
南
に
い
た
り
て
曹
娥
が
碑
の
文
を

【
頭

注
】

み
る
に
八
字
あ
り
。
黄
絹
幼
婦
外
孫
韲
臼
と
か
け
り
。
曹
操
是
を
さ
と
り

セ
イ

え
ず
。
楊
脩
し
れ
り
と
い
へ
る
を
、
し
ば
し
と
云
て
あ
り
し

(
一
)。
ゆ
く
程

に
三
十
里
に
し
て
さ
と
り
え
た
り
。
先
楊
脩
に
と
か
し
む
る
に
、
楊
脩
が

云
く
、
黄
絹
は
色
の
糸
な
り
。
色
の
糸
は
絶
の
字
也
。
幼
婦
は
少
女
也
。

少
女
は
妙
の
字
な
り
。外
孫
は
女
子
也
。女
子
は

(
二
)好
の
字
也
。韲
臼
は
受 ウ
ク
ル

レ
辛
也
。
受
辛
は
〈
舜
〉

(
三
)の
字
也
。
四
字
に
つ
ゞ
め
て
絶
妙
好
辤
と

カ
ラ
キ
ヲ

辤

云
へ
り
。
曹
操
こ
れ
を
聞
て
、
我
さ
と
れ
る
が
ご
と
し
と
ほ
め
け
り
。

み
る
か
ら
に
し
る
と
や
は
あ
ら
ぬ
い
と
す
ゝ
き
ほ
ど
へ
て
た
れ
か
思
ひ

と
き
け
る
（
（
片

）
）

40

見
る
ほ
ど
も
な
か
り
し
野
べ
の
秋
風
に
露
も
お
と
き
ぬ

(
四
)糸
薄
か
な

(
五
)

（
（
平

）
）

37

【
頭
注
】

碑
背

ニ
有

二
八
字

一
。

本
文

【
校
異
】

(
一
)
あ
り
し
―

案
し
〈
岸
〉

(
二
)
女
子
は
―

女
子
〈
岸
〉

(
三
)
〈
舜
〉
―

辤
〈
岸
〉

辤

(
四
)
お
と
き
ぬ
―

お
と
さ
ぬ
〈
岸
〉

(
五
)
糸
薄
か
な
―

い
と
す
ゝ
き
哉

イ
〈
岸
〉

息
躬
歴
詆
〈
六
四
〉
（
刈
萱
）

42

前
漢
息
躬
歴
詆

【
割
注
】

漢
書
云
、
息
躬
は
容
姿
う
る
は
し
く
、
心
人
に
恥
ら
れ
た
り
き
。
世
に
侫

臣
は
進
み
賢
人
は
退
く
事
を
、
よ
の
つ
ね
の
詞
に
は
か
た
ぶ
き
け
り
。
丞

相
、
王
嘉
を
ば
す
く
よ
か
な
る
に
ゝ
た
れ
ど
も
、
蓄
縮
た
り
。
も
ち
ゐ
る

キ
ク

べ
き
に
あ
ら
ず
と
い
ひ
、
御
史
大
夫
賈
逵
を
ば
よ
は
〳
〵
し
く
て
、
其
職

カ
延
本

に
堪
ず
と
云
ひ
、
左
将
軍
公
孫
禄
、
司
隷

(一
)鮑
宣
を
ば
、
皆
外
に
は
す
な

任
本

エ
イ

ほ
な
る
き
こ
え
あ
〈
る
〉
ど
も

(二
)、
内
に
は
を
ろ
か
な
る
心
あ
り
て
、
政

れ

の
道
を
さ
と
ら
ず
。
時
の
諸
官
、
い
づ
れ
も
頑
に
し
て
か
ぞ
ふ
る
に
た
ら

ず
。
俄
に
強
き
兵
の
、
世
を
え
た
ら
ん
と
せ
ん
に
、
誰
か
し
づ
む
る
は
か

り
ご
と
を
め
ぐ
ら
さ
む
と
ぞ
世
を
そ
し
れ
り
け
る
。

ゆ
ふ
風
の
ふ
き
も
み
だ
ら
ば
い
か
ゞ
せ
ん
ま
が
き
あ
だ
な
る
庭
の
か
る

か
や
（
（
平

）
）

38

【
割
注
】

私
云
、
息
夫
躬
、
字
ハ
子
徴

(三
)、
詆

二
大
臣

一
云
。

セ
メ
テ

【
校
異
】

(
一
)
司
隷
―

司
穎
〈
岸
〉

エ
イ

(
二
)
あ
〈
る
〉
と
も
―

あ
れ
と
も
〈
岸
〉

れ

(
三
)
子
徴
―

山
徴
〈
岸
〉
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廉
范
五
袴
〈
五
八
〇
〉
（
蘭
）

43

後
漢
廉
范
五
袴
コ

廉
范
、
蜀
郡
の
太
守
に
う
つ
り
て
事
を
行
ふ
。
国
豊
に
民
や
す
か
ら
む
事

を
の
み
お
も
へ
り
。
さ
き
の
司
が
事
に
触
て
国
を
乱
り
け
り
。
夜
火
を
ふ

せ
ぐ
に
も
、
人
の
煩
を
な
し
け
り
。
廉
范
は
先
の
政
を
あ
ら
た
め
て
、
人

を
憐
ぶ
心
ふ
か
ゝ
り
け
れ
ば
、家
々
に
水
を
設
て
火
を
ふ
せ
が
し
む
れ
ば
、

人
の
煩
な
し
。
時
に
、
民
う
た
ひ
て
云
く
、

廉
叔

○
来

ル
コ
ト
、
何

暮
。
不

レ
禁
、
人
安

措
。
昔
日

ハ
無

度
ナ
ン
ゾ
ヲ
ソ
カ
ツ
ル

【
傍

記
】

イ
ヅ
ク
ン
ゾ
ヲ
キ
ド
コ
ロ
ア
ラ
ン

二
一

ノ
襦
、
今

ハ
有

リ二
五

ノ
袴

一
。

ウ
ス
ギ
ヌ

ハ
カ
マ

日
に
そ
へ
て
秋
の
あ
は
れ
は
お
ほ
え
山
い
く
の
と
も
な
き
ふ
ぢ
ば
か
ま

か
な
（
片

・
（
平

）
）

41

39

【
傍
記
】

レ
火
安

ズレ
作

ヲ
平
生

流
布
本

【
校
異
】

ナ
シ

蘇
武
持
節
〈
二
六
九
〉
（
雁
）

44

前
漢
蘇
武
持
節

蘇
武
、
漢
王
の
使
と
し
て
、
匈
奴
を
せ
め
に
赴
て
忠
節
を
つ
く
す
程
に
、

武
帝

か
へ
り
て
ゑ
び
す
に
取
籠
ら
れ
に
け
り
。
匈
奴
の
王
単
于
、
蘇
武
を
お
び

や
か
し
て
し
た
が
へ
ん
と
す
る
に
、
漢
の
節
を
う
し
な
は
ず
し
て
ひ
ざ
ま

づ
か
ず
、
猶
、
剣
を
か
ゝ
や
か
し
て
責
れ
ど
も
、
蘇
武
堂
々
と
し
て
云
、

我
、
漢
の
使
な
り
。
ゑ
び
す
に
随
に
は
こ
ざ
り
き
と
答
て
、
剣
を
取
て
自
刺

ラ
サ
ス

に
、
匈
奴
大
に
驚
て
取
は
な
い
て

(
一
)、
疵
に
薬
を
つ
け
て
助
て
け
り
。
後
、

深
窖
の
中
に
籠
て
を
き

(
二
)て
け
り
。
僅
に
雪
ば
か
り
を
く
ひ
て
命
を
い
き

カ
ク

【
傍

記
】

け
り
。
七
日
を
す
ぎ
て
聞
て

(
三
)見
に
、
蘇
武
つ
つ
が
な
し
。
ゑ
び
す
、

ヒ
ラ
イ

蘇
武
を
神
な
り
と
思
ひ
な
り
ぬ
。
北
海
の
辺
に
〈
出
〉
て

(
四
)羊
を
か
は
す

徒
本

る
に
、
漢
の
節
を
失
は
ず
。
わ
づ
か
に
い
け
る
に
似
た
り
と
い
へ
ど
も
、

牡
羊
に
乳
を
期
し
て
歳
花
空
く
か
さ
な
り
に
け
り
。
武
帝
か
く
れ
給
て
、

キ

昭
帝
の
世
に
な
り
て
、
帝
の
使
、
匈
奴

(
五
)の
国
に
い
た
り
て
蘇
武
を
た
づ

ぬ
る
に
、
は
や
く
死
に
き
と
偽
答
へ
け
り
。
い
ま
だ
あ
り
と
ば
か
り
を
だ

に
憲
里
の
人
に
き
か
れ
ば
や
と
お
も
ふ
も
か
ひ
な
し
。
秋
の
空
を
む
か
へ

て
、
都
の
か
た
へ
ゆ
く
雁
の
足
に
文
を
む
す
び
つ
け
て
け
り
。
雁
、
南
を

【
頭

注
】

さ
し
て
飛
去
ぬ
。
帝
、
上
林
苑
に
あ
そ
び
給
お
り
し
も
、
賓
雁
、
書
を
か

け
て
い
た
れ
り
。
取
て
見
給
に
、
蘇
武
さ
り
て
よ
り
の
こ
の
か
た
十
九
年

の
愁
を
書
つ
け
た
る
な
り
け
り
。
限
な
く
哀
と
お
ぼ
し
め
し
て
、
慥
に
蘇

武
を
た
て
ま
つ
る
べ
き
由
せ
め
ら
れ
て
、
其
時
か
へ
し
た
て
ま
つ
り
て
け

り
。
あ
ま
た
の
年
を
隔
て
け
れ
ば
、
顔
の
色
衰
て
、
頭
白
く
成
て
、
あ
り

し
に
も
あ
ら
ず
ぞ
な
り
に
け
る
。

蘇
武
入
胡
年
、
漢
武
帝
四
十
二
年

壬午
、
本
朝
開
化
天
皇
五
十
九
年
也
。
蘇

武
帰

レ
漢
年
、
漢
照
帝
六
年

庚子
、
本
朝
崇
神
天
皇
十
七
年
也
。

へ
だ
て
こ
し
み
や
こ
の
秋
に
あ
は
ま
し
や
こ
し
ぢ
の
か
り
の
し
る
べ
な

ら
ず
は
（
（
片

）
）

42

さ
て
も
猶
ふ
み
か
よ
ふ
べ
き
雲
路
か
は
は
つ
雁
が
ね
の
た
よ
り
な
ら
ず

は
（
（
平

）
）

40
【
頭
注
】

本
文
常
恵
教

ヘ二
漢

ノ
使
者

ニ一
言

、
天
子
射

二
上
林

ノ
中

ニ一
得

タ
リ

三
雁
足

ニ
有

ヲ二
帛
書

シ
ム
ラ
ク

ヲ一
。
言

スレ
在

ト二
某

ノ
沢
中

ニ一
。
由

テレ
是

ニ
得

レ
還
。
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【
傍
記
】

ツ
チ
グ
ラ

【
校
異
】

(
一
)
は
な
い
て
―

は
な
ち
て
〈
岸
〉

(
二
)
籠
て
を
き
―

籠
〈
て
〉
を
き
〈
岸
〉

(
三
)
聞
て
―

開
て
〈
岸
〉

ヒ
ラ
イ

(
四
)
〈
出
〉
て
―

出
て
〈
岸
〉

徒
本

(
五
)
匈
奴
―

〈
匈
〉
奴
〈
岸
〉

匈

五
鹿
嶽
嶽
〈
二
八
八
〉
（
鹿
）

45

前
漢
五
鹿
嶽
〈
々
〉

(一
)

或
本
此
一
段
無
之
。

々

五
鹿
君
、
字
は
飛
字
と
い
へ
り
。
権
威
世
に
し
ら
れ
、
談
説
、
名
を
え
た

君
孟
本

る
人
也
。
朱
雲
と
云
人
、
口
弁
あ
り
。
こ
れ
を
く
じ
く
も
の
な
し
。
共
に
諍 ア
ラ
ソ
フ

て
事
を
論
に
、
五
鹿
君
つ
ま
り
ぬ
。
時
人
の
云
、
五
鹿
嶽
々
た
り
。
朱
雲

○ 其

角
を
折
と
い
へ
り
。

く
も
井
よ
り
の
は
ら
の
草
を
ふ
く
風
に
あ
れ
ふ
す

(
二
)し
か
の
こ
ゑ
き
こ

ゆ
な
り
（
（
片

）
）

43

【
校
異
】

(
一
)
五
鹿
嶽
〈
々
〉
―

五
鹿
嶽
々
〈
岸
〉

々

(
二
)
あ
れ
ふ
す
―

お
れ
ふ
す
〈
岸
〉

鳴
鶴
日
下
・
士
龍
雲
間
〈
四
九
・
五
〇
〉
（
題
無
し
）

46

鳴
鶴
日
下

士
龍
雲
間

鳴
鶴
と
士
龍
と
は
、
共
に
才
智
き
こ
え
高
か
り
し
人
也
。
此
二
人
か
た
み

に
見
し
ら
ざ
り
け
り
。
時
に

(
一
)張
華
と
云
人
の
許
に
同
時
に
行
あ
ひ
に
け

り
。
大
才
の
人
ゆ
き
あ
ふ
こ
と
、
あ
り
が
た
き
事
也
。
よ
の
つ
ね
の
詞
を

い
だ
す
べ
か
ら
ず
と
、
か
れ
こ
れ
を
す
ゝ
め
け
り
。
時
に
一
人
は
す
ゝ
み
、

一
人
は
し
り
ぞ
く
に
ゝ
た
り
。
い
づ
れ
も
い
み
じ
く
み
え
け
り
。
士
龍
が

云
、
我
は
雲
間
の
陸
士
龍
也
。
鳴
鶴
が
云
、
我
は
日
下
の
荀
鳴
鶴
也
と
。

士
龍
又
云
、
既
に
開

テ二
青
雲

ヲ一
覩

ル二
白
雉

一
、
何

ゾ
不

ル下
張

二
尓
弓

ヲ一
挟

中
尓

ガ
矢

ヲ上
。

ミ

張
公
が
云
、
荀
何

ゾ
を
そ
き
や
と
。
鳴
鶴
答
て
云
、
本
は
謂

キ
、
雲
龍
騤
々

モ
ト

キ
ヽ
タ
リ

と
(
二
)。
今
は
乃

チ
山
鹿
野
麋

ナ
リ
。
獣
ハ
微

ニ
シ
テ
(
三
)弩
強
。
是
以

テ
発
遅

シ
と
。

ユ
ミ
ツ
ヨ
シ

張
華
大
に
咲
て
興
に
い
り
け
り
。

あ
づ
さ
ゆ
み
い
る
の
ゝ
を
じ
か
こ
ゑ
た
て
ゞ
こ
ゝ
ろ
よ
は
し
と
つ
ま
に

み
ゆ
ら
ん
（
平
）41

【
校
異
】

(
一
)
時
に
―

〈
時
に
〉
〈
岸
〉

(
二
)
騤
々
と
―

騤
々
〈
岸
〉

キ
ヽ
タ
リ

キ
ヽ
タ
リ

(
三
)
微

ニ
シ
テ
―

弱
ク
微
ニ
シ
テ
〈
岸
〉

楊
宝
黄
雀
〈
二
六
一
〉
（
露
）

47

楊
宝
黄
雀

後
漢
の
楊
宝
、
九

(一
)歳
に
し
て
華
山
の
中
に
行
て
、
二

(二
)の
黄
雀
の
疵
を

七
本

か
う
ぶ
り
て
、
蟻
に
つ
か
ま
れ
た
る
を
み
る
。
楊
宝
あ
は
れ
び
、
取
て
家

ア
リ

所
（
レ
）
困

に
返
り
ぬ
。
箱
の
中
に
入
て
飼
に
、
五
穀
を
く
は
す
。
黄
花
の

○
ぶ
さ
を

花

取
て
か
ひ
や
し
な
ひ
て
、
十
日
を
す
ぎ
て
疵
い
え
に
け
り
。
朝
に
去
て
夜

半
に
来
て
、
箱
の
底
に
と
ま
れ
る
事
、
良
久
し
。
後
に
変
じ
て
黄
衣
の
少

年
の
人
と
成
て
来
て
、
白
環
一
双
を
も
て
来
て
、
楊
宝
に
あ
た
へ
て
云
、
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此
玉
を
た
く
は
へ
て

(三
)、
汝
が
子
孫
を
か
さ
ね
て
三
公
と
な
る
べ
し
と
云

て
去
ぬ
。
後
に
た
が
ふ
事
な
し
。

続
斉
諧
記
云
、
黄
衣

ノ
童
子
、
楊
宝
に
向
て
再
拝
し
て
云
、
我
は
西
王

母
が
使
な
り
き
。
君
が
仁
愛
を
感
て
、
白
環
四
枚
を
あ
た
ふ
る
と
こ
ろ

な
り
と
い
へ
り
。

わ
が
か
ど
の
わ
さ
だ
の
す
ゞ
め
た
つ
跡
の
い
な
ば
に
を
け
る
露
の
し
ら

玉
（
片

・
（
平

）
）

44

42

【
校
異
】

(
一
)
九
―

七
〈
岸
〉

七
本

(
二
)
二
―

一
〈
岸
〉

(
三
)
た
く
は
へ
て
―

た
〈
て
〉
は
へ
て
〈
岸
〉

く

公
超
霧
市
〈
一
六
一
〉
（
霧
）

48

後
漢
公
超
霧
市

後
漢
の
公
超
は
、
長
階
が
子
な
り
。
術
道
に
か
し
こ
か
り
し
人
也
。
普
く

張
楷
字

公
超
本
文

為
ナ
ス

二
五
里

ノ
霧

ヲ一
。
学
者
随

テレ
之

ニ
、
所

レ
居
成

レ
市

ヲ
。
故

ニ
花
陰
有

ト二
公
超
市

一
い
へ
り
。
時
に
関
西
の
人
、
裴
優
、
三
里
の
き
り
を
つ
く
れ
り
け
り
。

本
文
ナ
シ

へ
だ
つ
れ
ど
は
な
ゆ
く

(
一
)色
に
み
る
も
の
を
人
の
こ
ゝ
ろ
の
あ
き
ゞ
り

の
そ
ら
（
（
片

）
・
（
平

）
）

45

43

【
校
異
】

(
一
)
は
な
ゆ
く
―

は
れ
ゆ
く
〈
岸
〉

顔
駟
蹇
剥
〈
二
八
四
〉
（
槿
）

49

漢
武
故
事
顔
駟
蹇
剥

漢
の
武
帝
、
昔

シ
輦
に
の
り
て
、
至

テ二
郎
暑

一
、
ひ
と
り
の
老

○
の
鬢
眉
白

郎

き
を
見
て
問
ひ
給
に
、
顔
駟
申
て
云
、
文
帝
の
時
の
郎
た
り
き
と
な
の
り

申
け
り
。
年
は
る
か
に
た
け
に
け
る
ま
で
世
に
あ
は
ざ
り
け
る
ゆ
へ
を
重

て
と
は
る
ゝ
に
、
答
申
云
、
文
帝
は
文
を
好
み
給
き
。
我
、
武
を
こ
の
む
。

景
帝
は
み
め
を
好
み
給
ひ
き
。
我
か
ほ
み
に
く
し
。
君
は
わ
か
き
を
こ
の

み
給
。
我
す
で
に
老
た
り
。
こ
の
故
に
三
代
あ
は
ざ
る
な
り
と
い
へ
り
。

お
ほ
や
け
、
こ
の
詞
を
哀
と
お
ぼ
し
て
、
会
稽
の
大
守
に
な
さ
れ
に
け
り
。

蹇
剥
、
蹇
は
難
也
。
険
也
。
剥
は
不
利
有
欣
、
少
人
長
也
。

非
本
文

つ
ゐ
に
か
く
は
か
な
く
秋
に
あ
ひ
に
け
り
よ
ゝ
に
し
ほ
れ
し
庭
の
あ
さ

が
ほ
（
（
片

）
）

46

お
も
へ
た
ゞ
日
か
げ
に
あ
は
ぬ
朝
貌
の
よ
ゝ
に
し
ほ
れ
し
お
ひ
の
末
ば

を
（
平

）44

【
校
異
】

ナ
シ

鄭
荘
置
駅
〈
四
二
〉
（
駒
迎
）

50

前
漢
鄭
荘
置
駅
【
割
注
】

鄭
荘
は
孝
景
帝
の
時
の
人
也
。
毎

二
五
日

一
洗
浴
す
と
云
へ
り
。
い
は
ゆ

る
一
月
に
五
日
、
二

(
一
)年
に
六
十
日
を
い
と
ま
の
ひ
ま
と
す
。
鄭
荘
、

【
頭

注
】

家
に
天
下
の
名
人
を
集
め
て
、
湯
を
沸
し
て
、
昼
は
ひ
ぐ
ら
し
夜
は
よ
も

す
が
ら
、
思
さ
ま
に
遊
て
心
を
よ
ろ
こ
ば
し
め
け
り
。
人
々
の
ゆ
き
か
へ

る
馬
の
つ
か
れ
を
か
へ
り
見
て
、
長
安
城
の
外
の
四
面
の
郊
に
む
ま
屋
を

お
き
て
、
伝
馬
を
た
て
け
る
な
り
。

い
く
た
び
か
駒
ひ
く
秋
を
む
か
へ
こ
し
あ
ふ
さ
か
山
の
関
の
旅
人
（
片

）47
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も
ち
月
の
こ
ま
ひ
く
秋
を
む
か
へ
き
て
思
ふ
人
に
も
あ
ふ
坂
の
関
（
平

）45

【
割
注
】

私
云
、
鄭
荘
字
ハ
当
時
、
陳
留

ノ
人
也
。
又
云
、
孝
景

ノ
時
為

二
舎
人

一
。

【
頭
注
】

一【
校
異
】

(
一
)
二
―

一
〈
岸
〉

真
長
望
月
〈
五
二
六
〉
（
月
）

51

晋
書
真
長
望
月

真
長
と
玄
度
と
は
な
さ
け
ふ
か
く
、
色
を
し
れ
る
友
也
。
花
の
春
、
紅
葉

の
秋
、
志
を
通
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
月
の
く
ま
な
き
夜
、
真
長
、
簡

文
が
所

(
一
)に
往
て
遊
に
、
真
長
、
愁
然
と
し
て
歎

ジ
テ
云
、
清
風
朗
月
に

許

恨
ら
く
は
玄
度
が
な
き
事
を
と
い
へ
り
。玄
度
を
ば
す
き
も
の
と
い
へ
り
。

い
か
に
せ
ん
と
も
な
き
月
に
袖
ぬ
れ
て
お
も
は
ぬ
さ
と
に
あ
り
明
の
そ

ら
（
片

）48

【
校
異
】

(
一
)
所
―

許
〈
岸
〉

許

伯
瑜
泣
杖
〈
四
一
六
〉
（
擣
衣
）

52

説
苑
伯
瑜
泣
杖

伯
瑜
、
い
と
け
な
き
時
、
心
に
た
が
ふ
事
あ
れ
ば
、
母
つ
え
し
て
う
ち
け

り
。
伯
瑜
、
杖
を
う
け
て
痛
み
泣
こ
と
な
し
。
母
老
て
後
に
ま
た
伯
瑜
を

う
つ
に
、
伯
瑜
、
大
に
痛
み
な
き
け
り
。
母
の
云
、
我
昔
う
ち
し
に
泣
こ

と
な
か
り
き
。
今
更
に
泣
こ
と
、
我
を
う
ら
む
る
心
あ
る
べ
し
と
あ
や
し

み
い
へ
り
。
伯
瑜
答
て
云
、
母
の
わ
か
く
て
う
ち
し
杖
は
つ
よ
く
あ
た
り

身
に
し
み
し
か
ど
も
、
い
た
ま
ざ
り
き
。
今

(一
)杖
を
痛
み
恨
る
に
は
あ
ら

ず
。
杖
の
よ
は
く
あ
た
る
に
つ
け
て
、
齢
の
衰
へ
力
の
つ
き
は
て
た
る
事

を
う
れ
へ
な
く
な
り
と
い
へ
り
。
母
こ
れ
を
聞
に
、
せ
ん
か
た
な
く
哀
と

思
ひ
け
り
。

秋
の
よ
の
老
の
ね
ざ
め
に
う
つ
衣
よ
は
る
ひ
ゞ
き
は
い
か
ゞ
か
な
し
き

（
片

・
（
平

）
）

49

47

【
校
異
】

(
一
)
今
―

今
も
〈
岸
〉

軻
親
断
機
〈
一
三
四
〉
（
虫
）

53

軻
親
断
機

軻
親
は
孟
母
也
。
孟
軻
が
母
也
。
孟
母
が
家
の
傍
に
ふ
る
き
墓
あ
り
。
孟

軻
い
と
け
な
き
お
り
、
戯
て
は
か
を
つ
き
け
り
。
母
わ
が
子
に
あ
し
き
事

を
な
ら
は
さ
じ
と
て
、
屋
こ
ぼ
ち
て
外
に
う
つ
り
ぬ
。
其
傍
に
市
あ
り
。

孟
軻
も
の
う
り
か
ふ
事
を
し
れ
り
。
母
我
子
に
よ
か
ら
ぬ
事
な
ら
は
さ
じ

と
思
て
、
又
屋
を
こ
ぼ
ち
て
外
へ
う
つ
り
ぬ
。
そ
の
傍
に
学
館
あ
り
。
孟

軻
文
を
ま
な
ぶ
に
器
に
た
れ
り
。
此
地
を
栖
と
す
べ
し
と
お
も
ひ
定
て
け

り
。
孟
軻
も
の
な
ら
ひ
て
帰
来
れ
る
に
、
汝
学
ぶ
と
こ
ろ
い
た
れ
り
や
と

問
に
、
い
ま
だ
し
き
よ
し
を
答
け
り
。
母
機
を
ゝ
り
さ
し
て
刀
を

○
て
機

と
つ

を
き
り
〈
生
〉
て
け
り
。
孟
軻
驚
き
問
に
、
汝
が
学
問
す
る
こ
と
は
我
機

す
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を
す
て
た
ら
ん
が
ご
と
し
と
云
に
、
孟
軻
こ
と
は
り
を
思
ひ
知
て
、
勤
学

し
て

(一
)文
に
長
じ
て
、
後
に
大
儒
の
名
を
え
て
け
り
。

こ
え
た
て
ゝ
は
た
を
る
む
し
を
う
ら
み
ず
は
野
べ
の
に
し
き
や
あ
さ
く

み
え
ま
し
（
（
平

）
）

48
【
校
異
】

(
一
)
勤
学
し
て
―

勤
学
に
し
て
〈
岸
〉

桓
景
登
高
〈
四
三
八
〉
（
菊
）

54

続
斎
諧
記

桓
景
登
高

汝
南
の
桓
景
、
費
長
房
に
随
て
、
道
を
学
び
て
年
を
お
く
り
け
り
。
長
房

が
云
、
九
月
九
日
、
汝
が
家
に
禍
あ
る
べ
し
。
急
に
家
〈
に
〉
(
一
)さ
り
て
、

を

家
人
を
し
て
絹
の
袋
に
茱
萸
を
入
て
ひ
ぢ
に
か
け
さ
せ
て
、
高
き
と
こ
ろ

に
登
て
菊
の
花
酒
を
飲
べ
し
。
さ
て
禍
を
さ
る
べ
き
な
り
と
云
に
、
桓
景

此
を
し
へ
の
ま
ゝ
に
山
に
登
て
か
へ
り
み
る
に
、
家
の
中
の
〈
鶏
犬
〉

(
二
)

猪
鶏
本
文

牛
羊
、
ひ
と

○
き
に
死
に
け
り
。

と

け
ふ
は
し
も
ふ
も
と
の
は
な
に
ゑ
ひ
な
ま
し
た
か
ね
の
き
く
を
か
ざ
ゝ

ざ
り
せ
ば
（
片
）51

【
校
異
】

(
一
)
家
〈
に
〉
―

家
を
〈
岸
〉

を

(
二
)
鶏
犬
―

猪
鶏
〈
岸
〉

猪
鶏
本
文

離
婁
明
目
〈
三
六
二
〉
（
紅
葉
）

55

離
朱
明
目

婁
流
布
本

黄
帝
の
臣
、
離
婁
と
云
も
の
あ
り
。
離
朱
こ
れ
な
り
。
目
明
に
し
て
、
毫

慎
子
曰

末
を
百
歩
の
外
に
見
し
也
。
戦
国
策
に
云
、
離
朱
、
千
里
の
内
の
山
の
梢
、

野
べ
の
草
の
色
を
た
ど
る
事
な
し
。
馬
を
千
里
の
外
に
た
て
ゝ
耳
の
中
ま

不
審

な
ぶ
た
の
中
を
見
た
る
な
り
。

な
が
め
や
る
千
里
の
山
の
も
み
ち
ば
ゝ
軒
の
こ
ず
ゑ
と
い
は
ぬ
ば
か
り

ぞ
（
片

・
（
平

）
）

52

50

【
校
異
】

ナ
シ

秦
彭
攀
轅
〈
二
三
五
〉
（
暮
秋
）

56

後
漢
秦
彭
攀
轅

秦
彭
、
穎
川

(一
)大
守
と
し
て
任
に
赴
て
、
人
を
あ
は
れ
び
国
を
い
た
は
り

け
り
。
任
を
さ
る
日
、
老
た
る
、
わ
か
き
、
轅
に
よ
り
て
、
な
く
〳
〵
お

し
み
し
た
ひ
け
り
。

か
ぎ
り
あ
り
て
か
へ
る
な
ら
ひ
は
ふ
り
ぬ
れ
ど
わ
き
て
も
秋
の
し
た
は

し
き
か
な
（
（
片

）
）

53

【
校
異
】

(
一
)
穎
川
―

穎
川

ノ
〈
岸
〉

蒙
求
倭
歌
第
四

冬
部
十
五
首

盛
吉
垂
泣

初
冬

震
畏
四
知

落
葉

原
憲
桑
枢

時
雨

閔
損
衣
単

霜
鐘
離
委
珠

霧
孫
康
映
雪

雪

趙
勝
謝
躄

寒
蘆

蒼
頡
制
字

千
鳥

王
覇
氷
合

氷

羅
含
呑
鳥

水
鳥

羊
続
懸
魚

網
代

郅
都
蒼
鷹

鷹
狩
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陰
方
祀
竈

炭
竈

阮
孚
蝋
履

祖
約
好
財

埋
火

ゲ
キ

虞
延
剋
期

歳
暮

盛
吉
垂
泣
〈
三
三
六
〉
（
初
冬
）

57

会
稽
典
録
盛
吉
垂
泣

盛
吉
は
廷
尉
也
。
冬
の
節
を
迎
る
こ
と
に
、
誡
を
け
る
つ
み
人
を
裁
注

コ
ト
ハ
リ
シ
ル
シ

け
り
。
よ
な
〳
〵
見
廻
て

(
一
)各
が
形
を
み
る
に
、
し
も
と
の
あ
と
を
や

〈
も
え
〉
る
も
あ
り

(二
)。
か
な
ぐ
〈
た
〉
り
に

(三
)い
た
め
る
も
あ
り
。
お

め
歟

さ

や
を
恋
ひ
子
を
こ
ふ
る
も
あ
り
。
寒
を
う
れ
へ
飢
を
う
れ
ふ
る
も
あ
り
。

盛
吉
は
筆
を
取
て
な
き
、
妻
は
灯
を
取
て
な
く
。
共
に
涙
を
な
が
し
け
る

な
り
。

と
も
し
び
の
か
げ
さ
ゆ
る
夜
の
あ
く
る
ま
で
人
の
や
み
と
ふ
冬
は
き
に

け
り
（
片

・
（
平

）
）

54

51

【
校
異
】

(
一
)
見
廻
て
―

目
廻
て
〈
岸
〉

(
二
)
や
〈
も
え
〉
る
も
―

や
も
え
る
も
〈
岸
〉

め
歟

(
三
)
か
な
く
〈
た
〉
り
―

か
な
く
さ
り
〈
岸
〉

さ

震
畏
四
知
〈
一
八
五
〉
（
落
葉
）

58

後
漢
震
畏
四
知

楊
震
、
東
莱
の
大
守
と
し
て
任
に
赴
に
、
昌
邑
と
云
所
を
す
ぎ
け
り
。
昌

邑
県
の
令
、
王
密
と
い
へ
る
は
、
昔
楊
震
が
秀
才
に
挙
せ
し
人
な
り
。
王

ヒ
ツ

密
、
金
を
懐
に
入
て
、
夜
来
て
是
を
あ
た
ふ
る
に
、
楊
震
う
け
ず
。
王
密

が
云
、
む
か
し
の
な
さ
け
を
む
く
ゆ
る
な
り
、
人
の
し
る
な
け
れ
ば
、
世

に
き
こ
ゆ
べ
き
に
あ
ら
ず
、
と
ね
ん
ご
ろ
に
い
へ
り
。
楊
震
答
て
云
、
天

し
れ
り
、
地
し
れ
り
、
汝
し
れ
り
、
我
し
れ
り
、
す
で
に
四
知
あ
り
と
て

終
に
う
け
ず
。

ち
ら
さ
じ
と
い
は
せ
の
も
り
の
紅
葉
ば
も
あ
ら
し
は
そ
ら
に
し
ら
ず
し

も
あ
ら
じ
（
（
片

）
・
（
平

）
）

55

52

【
校
異
】

ナ
シ

原
憲
桑
枢
〈
四
〇
四
〉
（
時
雨
）

59

荘
子
原
憲
桑
枢

魯
の
原
憲
、
家
貧
く
し
て
、
蓬
の
戸
の

○
あ
だ
な
り
け
れ
ば
、

蓬
戸

不
（

レ
）

完
本

桑
の
木
を
枢
と
せ
り
。
板
ま
に
は
雨
も
た
ま
ら
ず
し
て
、
と
こ
も
朽
ぬ
ば

か
り
に
な
り
に
け
り
。
常
に
絃
歌
に
心
を
す
ま
し
て
の
み
ぞ
な
ぐ
さ
み
け

る
。あ
と
ゝ
づ
る
く
わ

(一
)の
と
ざ
し
の
夕
ぐ
れ
を
し
ぐ
れ
な
ら
で
は
と
ふ
人

ぞ
な
き
（
（
片

）
）

56

【
校
異
】

(
一
)
く
わ
―

く
〈
も
〉
〈
岸
〉

わ

閔
損
衣
単
〈
二
九
六
〉
（
霜
）

60
旧
註
云
閔
損
衣
単

閔
損
は
孝
子
也
。
父
、
後
の
妻
の
腹
に
ふ
た
り
の
子
あ
り
。
後
の
妻
、
閔

損
を
に
く
み
て
、
我
ふ
た
り
の
子
に
は
綿
入
た
る
衣
を
き
せ
、
閔
損
に
は

蘆
の
花
を
入
た
る
衣
を
た
ゞ
単
へ
き
せ
た
り
。
冬
の
夜
、
父
の
車
を
よ
す

る
に
、
手
こ
ゞ
え
て
靷
を
お
と
し
て
け
り
。
父
、
せ
め
て
罪
に
を
こ
な

ム
ナ
ガ
イ
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ふ
に
、
答
る
事
も
な
し
。
後
に
ち
ゝ
、
後
の
妻
の
、
ま
ゝ
子
の
た
め
な
さ

け
な
き
こ
と
を
さ
と
り
え
て
、
わ
か
れ
去
な
ん
と
す
る
を
、
閔
損
な
げ
き

て
云
、
母
の
お
は
す
る
に
は
一
子
こ
そ
さ
む
け
れ
。
母
な
く
は
三
人
の
子

さ
む
か
り
な
む
云
に
、
父
こ
と
は
り
を
知
て
、
思
ひ
た
ゆ
み
て
け
り
。
ま

と

ゝ
母
、
こ
の
な
さ
け
を
う
れ
し
と
お
も
ひ
て
、
三
人
の
子
を
お
な
じ
さ
ま

に
孚
け
り
。
【
割
注
】

ハ
グ
ヽ
（
左
：
ヤ
シ
ナ
ウ
）

よ
も
す
が
ら
つ
る
の
け
ご
ろ
も
し
も
ふ
〈
け
〉
て

(
一
)あ
し
の
は
が
く
れ

毛
り

子
を
お
も
ふ
こ
ゑ
（
（
平

）
）

54

【
割
注
】

侍
ス
ル
事

二
三
子

一
平
均
成

二
茲
母

一
。
流
布
本

【
校
異
】

(
一
)
ふ
け
て
―

ふ
け
て
〈
岸
〉

り

鐘
離
委
珠
〈
四
〇
六
〉
（
霰
）

61

後
漢
鐘
離
委
珠

後
漢
ノ
人
也
。

鐘
離
意
、
字
を
子
阿
と
い
ふ
。
顕
宗
、
位
に
つ
き
て
、
召
て
尚
書
た
り
き
。

時
に
、
交
趾
の

○
守

(
一
)ぬ
す
め
る
物
を
あ
か
ふ

(
二
)事
あ
り
。
お
ほ
や
け
、

太
乎

な

こ
の
物
を
群
臣
に
わ
か
ち
給
に
、
鐘
離
、
た
ま
を
み
て

(
三
)、
地
に
委
け
り
。

公
、
そ
の
故
を
問
ひ
給
に
、
答
申
て
云
、
孔
子

ハ

忍
ビ二
渇

ヲ

於
盗
泉
之
水

ニ一
、

曽
参
廻

ス二
車
於
勝
母
之
閭

ニ一
。
是
皆
う
き
名
を
に
く
む
ゆ
く

(
四
)な
り
、
と
申

へ

せ
り
。
お
ほ
や
け
、
こ
れ
を
聞
給
て
、
賢
な
る
か
な
尚
書
、
と
ほ
め
給
て
、

く
ら
の
銭
三
十
万

(
五
)を
賜
て
、
右
僕
射
に
な
さ
れ
に
け
り
。

盗
泉
は
ぬ
す
人
の
い
づ
み
と
か
け
り
。
孔
子
、
水
に
う
へ
た
れ
ど
も
、
そ

の
水
を
の
み
給
は
ず
。
勝
母

ノ

閭
は
、
母
に
か
つ
さ
と
ゝ
か
き
た
り
。
曽

参
、
い
そ
ぐ
道
な
れ
ど
も
、
そ
の
さ
と
を
よ
ぎ
て
す
ぎ
き
。
み
な
そ
の
名

を
い
と
ふ
ゆ
へ
な
り
。

此
段
に
、
歌
落
之
。

【
校
異
】

(
一
)
交
趾
の

○
守
―

交
趾
の
守
〈
岸
〉

太
乎

(
二
)
あ
か
ふ
―

あ
か
ふ
〈
岸
〉

な

(
三
)
み
て
―

え
て
〈
岸
〉

(
四
)
ゆ
く
―

ゆ
へ
〈
岸
〉

へ

(
五
)
三
十
万
―

三
十
万
〈
岸
〉

二
イ

孫
康
映
雪
〈
一
九
三
〉
（
雪
）

62

孫
氏
世
録
孫
康
映
雪

孫
康
家
貧
く
し
て
油
な
か
り
け
れ
ば
、
映

レ
雪
書
を
読
け
り
。
わ
か
ゝ
り

し
時
少
人
に
交
り
あ
そ
ぶ
事
も
な
く
、
文
に
の
み
ぞ
心
を
そ
め
け
る
。
後

に
御
史
大
夫
に
い
た
り
に
け
り
。

よ
も
す
が
ら
す
だ
れ
を
の
み
ぞ
か
ゝ
げ
け
る
ふ
み
ゝ
る
に
は
の
雪
の
と

や
ど
イ

も
し
び
（
（
片

）
・
（
平

）
）

59

56

【
校
異
】

ナ
シ

趙
勝
謝
躄
〈
三
七
五
〉
（
寒
蘆
）

63

史
記
趙
勝
謝
躄

平
原
君
、
字
は
趙
勝
。
高
楼
に
登
て
人
家
を
み
る
に
躄
た
る
者
、
こ
ろ

ア
シ
ナ
ヘ

よ
カ

ぼ
ひ

(一
)行
て
、
水
を
く
み
け
る
を
、
楼
の
上
の
美
人
、
声
だ
か
に
咲
ひ
け
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り
。
翌
日
躄
者
こ
ろ
ぼ
ひ

(二
)来
て
、
水
を
く
み
て
門
に
い
た
り
て
美
人
の

よ
カ

首
を
乞
に
、
わ
ら
ひ
て
与
え
ん
と
い
ふ
。
後
に
又
来
て
せ
む
れ
ど
も
も
ち

ゐ
ず
。
門
客

(三
)こ
と
〴
〵
く
に
去
し
り
ぞ
き
に
け
り
。
其
故
を
問
に
、
君

賓

は
色
を
愛
し
て
人
を
い
や
し
ん
ず

(四
)。
こ
の
ゆ
へ
に
さ
り
退
な
り
、
と
い

へ
り
け
り
。
志
ふ
か
き
女
な
れ
ば
、
い
た
は
し
く
か
な
し
と
お
も
へ
ど
も
、

門
客
の
憤
に
た
へ
ず
し
て
、
美
人
の
首
を
切
て
躄
者
の
や
ど
に
か
け
て
是

を
謝
し
け
り
。
其
後
門
客
か
へ
り
き
た
り
に
け
り
。

な
に
は
え
の
あ
し
の
し
た
お
れ
と
に
か
く
に
よ
し
な
き
あ
ま
の
く
ち
ず

さ
み
か
な
（
（
片

）
・
（
平

）
）

60

57

【
校
異
】

(
一
)
こ
ろ
ぼ
ひ
―

よ
ろ
ぼ
ひ
〈
岸
〉

よ
カ

(
二
)
こ
ろ
ぼ
ひ
―

よ
ろ
ぼ
ひ
〈
岸
〉

よ
カ

(
三
)
門
客
―

門
客
〈
岸
〉

賓

(
四
)
い
や
し
ん
ず
―

い
や
し
う
す
〈
岸
〉

蒼
頡
制
字
〈
二
二
二
〉
（
千
鳥
）

64

淮
南
子
蒼
頡
制
字

蒼
頡
は
黄
帝
の
史
官
也
。
賢
才
な
ら
び
な
か
り
し
人
也
。
鳥
の
跡
を
見
て

文
字
を
つ
く
り
し
な
り
。
鳥
獣
の
跡
を
見
て
分
理
を
さ
と
り
わ
き
ま
へ
け

り
と
い
へ
り
。

蒼
頡
、
字
を
つ
く
り
し
か
ば
、
鬼
夜
哭
し
け
り
と
い
へ
り
。
字
に
六
体

を
わ
か
て
り
。
一
云
象
形
、
二
云
象
事
、
三
云
象
意
、
四
云
象
声
、
五

云
転
注
、
六
云
仮
借
也
。
蒼
頡
之
家

(
一
)在

二
馮
州
衙
県
陽
亭

ニ一
、
墳
の
高

さ
六
尺
也
。
書
を
好
む
者
悉
に
此
墓
に
来
て
、
姓
名
を
書
て
お
き
け
り
。

は
ま
千
ど
り
と
び
た
つ
跡
を
た
よ
り
に
て
ふ
み
は
じ
め
け
る
あ
ま
の
か

よ
ひ
ぢ
（
平

）58

【
校
異
】

(
一
)
家
―

〈
象
〉
〈
岸
〉

家
ハ

王
霸
氷
合
〈
四
九
四
〉
（
氷
）

65

後
漢
王
覇
氷
合

漢
記
云
、
光
武
邯
鄲
よ
り
王
莽
が
軍
を
さ
り
て
、
南
の
方
曲
陽
に
下
て

呼
沱

(
一
)を
わ
た
ら
む
と
す
る
に
、
水
は
や
く
船
な
し
と
い
へ
り
。
左
右
の

滹
本

人
を
の
ゝ
き
お
そ
れ
け
り
。
時
に
王
覇
を
遣
て

(
二
)み
せ
ら
る
ゝ
に
、
は
か

り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
て
、
氷
固
く
結
て
渡
ぬ
べ
し
と
申
に
、
衆
人
大
に
悦

て
な
ら
び
わ
た
り
に
け
り
。

た
び
人
の
こ
ま
わ
た
す
べ
き
浪
ぢ
か
は
つ
ら
ゝ
の
う
へ
と
お
も
ひ
な
さ

【
頭

注
】

ず
は

駒
わ
た
す
つ
ら
ゝ
の
み
ち
を
し
ら
せ
ず
は
思
ひ
よ
る
べ
き
浪
の
う
へ
か

は

【
頭
注
】

河
ノ
氷
亦
合

云

云
。
氷
柱
ツ
ラ
ヽ

コ
ホ
リ

ア
ヘ
リ

【
校
異
】

(
一
)
呼
沱
―

呼
沱
〈
岸
〉

滹
本

(
二
)
遣
て
―

け
て
〈
岸
〉

遣

羅
含
呑
鳥
〈
四
一
〉
（
水
鳥
）

66

羅
含
呑
鳥
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晋
書
羅
含
い
と
け
な
き
時
に
、
夢
に
、
五
色
の
馬

(一
)飛
て
口
に
入
と
見
て
さ

鳥

め
て
後
、
む
ね
の
中
に
物
を
呑
た
る
心
ち
し
け
り
。
羅
含
母
に
語
に
、
汝

文
章
あ
る
べ
き
由
を
あ
は
せ
け
り
。
其
後
才
藻
日
々
に

○
な
り
、
と
い
へ

新

り
。
羅
含
が
家
の
庭
に
、
俄
に
蘭
お
ひ
い
で
け
り
。
徳
行
幽
感
と
思
へ
り
。

な
づ
け
て
書
帯
〈
章
〉

(
二
)と
い
へ
り
。

草

水
と
り
の
う
き
ね
の
夢
の
な
ご
り
よ
り
な
ゝ
の
こ
ゝ
ろ
も
ふ
か
く
な
り

七
情
歟

に
き
（
（
片

）
）

62

【
校
異
】

(
一
)
馬
―

鳥
〈
岸
〉

鳥

(
二
)
〈
章
〉
―

草
〈
岸
〉

草

羊
続
懸
魚
〈
六
八
〉
（
網
代
）

67

後
漢
羊
続
懸
魚

私
云
、
羊
続
、
字
ハ
興
祖
也
。

後
漢
の
羊
続
は
南
陽
郡
の
守
也
。
羊
続
が
許
へ
主
簿
生
魚
を
送
れ
り
。

ナ
マ
シ
キ

羊
続
う
ち
へ
も
取
い
れ
ず
庭
に
か
く
。
程
へ
て
主
薄
、
又
魚
を
送
れ
り
。

ホ
ド

も
と
の
魚
を
み
せ
て
、
其
心
を
と
ゞ
め
て
け
り
。

い
と
は
る
ゝ
み
を
う
ぢ
川
の
あ
じ
ろ
木
に
ね
た
く
ぞ
ひ
を
の
思
ひ
よ
り

け
る
（
片

）63

【
校
異
】

ナ
シ

郅
都
蒼
鷹
〈
一
一
〉
（
鷹
狩
）

68

郅
都
蒼
鷹

【
割
注
】

チ
〈
ウ
〉
〔
ツ
〕

郅
都
、
直
諫
に
し
て
人
に
恐
る
と
こ
ろ
な
く
、
時
の
大
臣
を
も
横
な
る

ヨ
コ
シ
マ

事
あ
れ
ば
、
憚
と
こ
ろ
も
な
く
い
ひ
そ
し
り
け
り
。
世
の
人
目
を
そ
ば
め

て
蒼
鷹
と
名
づ
け
て
け
り
。
郅
都
、
雁
門
の
大
守
に
遷
て
、
匈
奴
を
し
た

が
へ
け
り
。
匈
奴
、
木
偶
人
を
作
て
郅
都
と
名
て
、
弓
箭
を
と
り
、
馬
を

は
せ
て
く
る
に
、
時
に
の
ぞ
み
て
、
郅
都
ぞ
と
思
ふ
よ
り
、
心
ま
ど
ひ
手

わ
な
ゝ
き
て
箭
を
放
事
あ
た
は
ず
。
人
に
お
ぢ
ら
れ
た
る
事
か
く
な
む
あ

り
け
る
。

は
し
た
か
の
か
げ
う
つ
る
ら
し
い
り
日
さ
す
か
た
の
ゝ
〈
草
〉

(一
)に
人

原
歟

さ
は
ぐ
な
り
（
（
片

）
）

64

【
割
注
】

河
東
人
也
。
私
云
、
郅
都
、
字
ハ
巨
中
。

【
校
異
】

(
一
)
草
―

草
〈
岸
〉

原
歟

陰
方
祀
竈
〈
四
二
二
〉
（
炭
竈
）

69

後
漢
陰
方
祀
竈

後
漢
人
也
。

陰
子
方
、
孝
養
ふ
か
ゝ
り
し
人
也
。
年
の
く
れ
に
黄
牛

(
一
)を
も
て
竈
神
を

ま
つ
り
て
、
三
代
の
孫
に
い
た
る
ま
で
富
さ
か
え
け
り
。

い
ま
ぞ
し
る
よ
に
す
み
が
ま
の
し
る
し
と
て
行
す
ゑ
と
を
く
た
え
ぬ
け

ぶ
り
を
（
片

）65

【
校
異
】

(
一
)
黄
牛
―

黄
帝
〈
岸
〉

阮
孚
蝋
履

祖
約
好
財
〈
三
三
九
・
三
四
〇
〉
（
埋
火
）

70
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晋
書
阮
孚
蝋
履
祖
約
好
財

晋
代
人
。

ゲ
キ

阮
孚
は
あ
し
だ
を
好
み
、
祖
約
は
財
を
好
み
し
人
也
。
常
に
是
を
い
と
な

む
事
相
同
じ
。
人
ゆ
き
て
二
人
が
得
失
を
は
か
る
に
、
ま
づ
祖
約
が
許
に

行
て
み
れ
ば
、
財
屏
当
し
て
、〈
簾
〉
を
う
し
ろ
に
あ
て
ゝ
、
身
を
か
た

小
簏
本

ぶ
け
て
、
か
く
し
そ
ば
め
て
、
其
け
し
き
心
よ
か
ら
ず
に

(
一
)、
阮
孚
が
許

又
歟

に
行
て
み
れ
ば
、
火
を
ふ
き
て
蝋

レ
履

ヲ
、
な
げ
き
て
云
、
し
ら
ず
、
一
生

の
う
ち
に
い
く
ば
く
の
履
を
か
も
ち
ゐ
ん
と
す
る
、
と
い
へ
り
。
神
色
恬

然
と
し
て
閑
暢
せ
り
。
此
時
に
阮
孚
は
得
、
祖
約
は
失
と
定
て
け
り
。

屏
当

去声
屏
当

(
二
)と
も
か
け
り
、
た
ゝ
み
、
の
し
、
を
さ
だ
む
る
な
り
。

○
○

○

き
え
か
へ
り
お
も
ふ
も
か
な
し
う
づ
み
火
の
い
け
る
あ
し
た
の
ほ
ど
も

な
き
よ
を
（
片
・
平

）

66

60

【
校
異
】

(
一
)
に
―

次
に
〈
岸
〉

又
歟

(
二
)
屏
当
―

○
当
〈
岸
〉

○
○

屏
イ

虞
延
刻
期
〈
三
三
五
〉
（
歳
暮
）

71

後
漢
虞
延
剋
期

後
漢
人
也
。

虞
延
は
細
陽
の
令
也
。
獄
舎
に
い
ま
し
め
を
か
れ
た
る
も
の
、
数
も
し
ら

ず
多
く
し
て
、
年
の
く
れ
に
臨
て
、
幽
閉
を
か
な
し
み
故
郷
を
こ
ふ
る
心

ね
ん
ご
ろ
な
り
け
る
を
、
哀
び
痛
て
獄
門
を
開
て
、
を
の
〳
〵
を
ゆ
る
し

て
、
其
こ
ろ
ほ
ひ
ま
で
と
た
の
め
て
、
家
に
帰
し
す
ゑ
け
り
。
罪
び
と
、

虞
延
が
仁
徳
を
あ
を
ぎ
て
、
期
を
た
が
へ
ず
獄
に
か
へ
り
来
に
け
り
。
家

に
あ
り
て
病
あ
る
も
の
ゝ

(
一
)獄
に
来
て
死
け
れ
ば
、
閣
外

(
二
)に
う
づ
み
、

門
本

わ
ざ
の
事
を
お
へ
て
、
あ
は
れ
び
訪
ひ
け
り
。
後
に
大
尉
に
い
た
れ
り
け

り
。

と
し
の
く
れ
は
し
も
の
と
ざ
し
を
と
く
も
の
を
あ
く
る
日
か
げ
の
な
さ

け
な
り
け
り
（
（
片

）
）

67

【
校
異
】

(
一
)
病
あ
る
も
の
ゝ
―

病
あ
る
も
の
は
〈
岸
〉

(
二
)
閣
外
―

閣
外
〈
岸
〉

門
本

［
附
記
］

本
翻
刻
は
、
二
〇
一
一
年
度
大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別

研
究
費
（
Ⅱ
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
翻
刻
の
掲
載
許
可
を
賜
っ
た
山
口
県
立

山
口
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
蒙
求
和
歌
輪
読
会
（
二
〇
〇
六

年
四
月
開
始
）
の
参
加
諸
氏
、
特
に
人
形
寺
英
利
子
氏
に
は
編
集
の
過
程
で
多
大

な
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
附
記
し
、
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
こ
や
ま
じ
ゅ
ん
こ
・
天
理
大
学
文
学
部
講
師
）

（
た
け
し
ま
か
ず
き
・
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）

（
つ
た
き
よ
ゆ
き
・
大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

（
な
か
し
ま
ま
り
・
洛
星
中
学
校
非
常
勤
講
師
）

（
は
ま
な
か
ゆ
う
こ
・
京
都
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
）

（
も
り
た
た
か
ゆ
き
・
南
山
大
学
人
文
学
部
講
師
）

（
や
ま
な
か
の
ぶ
ゆ
き
・
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）


